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令和２年第６回高山村議会12月定例会会議録（第１号） 

 

令和２年12月３日（木曜日） 

                                  

高山村告示第29号 

 令和２年12月３日、高山村議会12月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和２年11月16日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 議案第59号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第５ 議案第60号 村税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正す 

           る条例 

日程第６ 議案第61号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第６号） 

日程第７ 議案第62号 令和２年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第８ 議案第63号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

日程第９ 議案第64号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第10 議案第65号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第11 議案第66号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第12 議案第67号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 議案第59号～議案第67号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 黒 岩 清 道 議員       ２番 髙 井 央 葉 議員 

３番 柴 田 弘 男 議員       ４番 湯 本 辰 雄 議員 
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５番 西 原 澄 夫 議員       ６番 西 條 正 純 議員 

７番 酒 井 康 臣 議員       ９番 畔 上 孝 一 議員 

10番 水 谷   清 議員       11番 宮 川 登志一 議員 

12番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 

８番 涌 井 仙一郎 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午前10時05分  開 会 

○議 長（松本 茂議員） 

 ただいまから令和２年第６回高山村議会12月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。 

 高山村議会12月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和２年高山村議会12月定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位におかれまし

ては、11月臨時会に引き続き、師走の大変お忙しい中御参集いただき、ここに開会できますことに

対しまして、厚く御礼申し上げます。 

 日頃は、議会活動を通じまして、村政発展のために御尽力を賜っておりますことに対しまして、

感謝と御礼を申し上げます。 
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 さて、月日の経つのは早いもので、今年も残すところあと僅かとなってまいりましたが、１年前

の昨年12月に中国の武漢市に端を発しました新型コロナウイルス感染症は、その後世界的に広がり

を見せ、３月11日にＷＨＯ（世界保健機関）はパンデミック（感染症の世界的な大流行）とみなす

ことができると表明しました。このため、全世界で感染症防止策に全力を挙げて取り組んでおりま

すが、今なお拡大し続けております。 

 日本においては感染症防止策を強化し、政府は本年４月７日に安倍首相が、東京、大阪など７都

府県に初の緊急事態宣言を発出し、引き続き16日には、長野県を含む全国に緊急事態宣言を拡大し

ました。このため長野県では、特別措置法に基づく外出自粛の要請や県立高校の臨時休校措置を決

定しました。 

 本村においても、国の緊急事態宣言が発出されたことにより、それまで任意で設置しておりまし

た対策本部会議を特別措置法に基づく対策本部会議に改め、新型コロナウイルス感染症防止対策の

徹底した協力依頼をするために、私自ら情報無線により村民の皆様にメッセージを出させていただ

いたところであります。 

 このように、この１年間は議員各位並びに村民の皆様に、村政運営全般にわたり御迷惑をおかけ

したにもかかわらず御理解をいただき、その上に御支援と御協力を賜りましたことに対しまして、

改めて感謝と御礼を申し上げます。 

 さて、日本の首相として連続在職７年８か月で歴代最長となった安倍首相は、８月28日に持病の

悪化を理由に辞任する意向を表明したことに伴い、自由民主党総裁選を制した菅義偉氏が９月16日、

第99代首相に就任され、新しい内閣が発足しました。新しくスタートした菅内閣は、新型コロナウ

イルス感染症対策と経済再生の両立を基本方針にされていますが、11月25日に政府が発表した月例

経済報告では、依然として厳しい状況にあるが、持ち直しの動きがあるとの総括判断をした上で、

内外経済を下振れさせるリスクに十分注意する必要があるとの警戒感を示しています。このため、

地方自治体においては、引き続き厳しい行財政運営が迫られるものと思われますので、堅実な財政

運営に努めてまいりますので、議員各位の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 本日御提案申し上げます案件は、条例２件と令和２年度補正予算７件の、合わせて９件でござい

ます。十分御審議いただき議決を賜りますようお願い申し上げまして、議会招集の御挨拶といたし

ます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

─────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
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○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、７番 酒井康臣議員、９番 畔上孝一議

員及び10番 水谷 清議員を指名します。 

 

─────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から12月11日までの９日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日から12月11日までの９日間に決定しました。 

 

─────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、８番 涌井仙一郎議員が、治療のため欠席する旨届出がありましたので報告しま

す。 

 本日までに受理した陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおり、所管の常任委員会

に付託しましたので、報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 広報担当職員による写真撮影、それから報道機関の写真撮影を会議規則第102条によって許可し

ましたので、報告します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

請 願 ・ 陳 情 付 託 表 

請     願 ・ 陳     情 付 託 委 員 会 

陳情第５号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康 

      を守るための陳情書 

民 生 産 建 

常 任 委 員 会 
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─────────────────────────────────── 

日程第４ 議案第59号 

～  

日程第12 議案第67号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第４ 議案第59号 村税条例の一部を改正する条例から、日程第12 議案第67号 令和２年

度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）までの９件を一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会12月定例会に提案をいたしました議案第59号から議案第67号までの９件につきまして、

一括して御説明申し上げます。 

 議案第59号 村税条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、地方税法施行令の一部を改正する政令が本年９月４日に公布され、その一部が令和３年

１月１日から施行されることに伴い、国民健康保険税の減額の基準について、軽減判定所得の算定

となる基礎控除額相当分の基準額を引き上げるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第60号 村税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例に

ついて申し上げます。 

 本案は、地方税法等の一部を改正する法律が本年３月31日に公布され、その一部が令和３年１月

１日から施行されることに伴い、延滞金の割合の特例について、特例基準割合を延滞金特例基準割

合等に改めるため、関係する条例の一部を改正するものであります。 

 議案第61号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第６号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ8,934万円を減額し、当初予算からの累計額を51億5,932万

3,000円としたものであります。 

 歳出補正の主なものは、議会費では職員の人事異動に伴う人件費を追加する一方、欠員となって

いた議会議員の人件費を精査するなど207万1,000円減額、総務費の総務管理費で、ふるさと創生基

金積立金やふるさと景観育成寄附金に対する返礼品調達費用を追加する一方、特別定額給付金事業

が確定したことに伴う不用額や、職員の人事異動に伴い人件費を減額するなど1,047万9,000円減額、

戸籍住民基本台帳費で、戸籍事務にマイナンバー制度を導入するためのシステム改修に係る電算委

託料を追加する一方、職員の人事異動等に伴い人件費を減額するなど426万1,000円減額、民生費の

社会福祉費で、公共交通事業の支線交通運行委託料に不足が生じることや、国民健康保険特別会計

繰出金を追加するなど585万3,000円追加、児童福祉費で、職員の人事異動等に伴い人件費を減額す

るなど616万6,000円減額、衛生費の保健衛生費で、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る観点
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から、アンチエイジングの里づくり推進事業を中止することに伴い、講師謝金などの事業費や職員

の人事異動等に伴い人件費を減額するなど1,018万1,000円減額、農林水産業費の農業費で、農産物

処理加工施設の整備に対する農業六次産業化推進事業補助金を計上するほか、老朽化した地力増進

施設のバックホーを更新するため、備品購入費を追加するなど279万6,000円追加、商工費では、融

資あっせん資金利子補給金や県信用保証協会保証料が不足するほか、職員の人事異動等に伴い人件

費を追加する一方、山田牧場にぎわいの場拠点施設の整備については、地元の皆さん等との協議な

どに不測の日数を要したため、本年度の施設整備工事請負費を減額するなど7,548万2,000円減額、

消防費では、消防団員退職報償費など472万8,000円減額、教育費の小学校費で、新型コロナウイル

ス感染症防止対策として加湿器を購入するため、管理備品購入費を追加するなど231万8,000円追加、

中学校費で、小学校費と同様に、新型コロナウイルス感染症防止対策として加湿器を購入するため、

管理備品購入費を追加するなど148万1,000円追加、社会教育費で新型コロナウイルス感染症防止の

ため、生涯学習事業や一茶ゆかりの里企画展などを縮小したほか、職員の人事異動等に伴い人件費

を減額するなど633万3,000円減額、保健体育費で、スポーツ推進委員報酬や海の家開設経費を減額

するなど121万3,000円減額、給食施設費で、新型コロナウイルス感染症防止対策により臨時休校し

た日数分に係る給食材料費を減額する一方、職員の人事異動等に伴い人件費を追加するなど218万

3,000円を追加し、歳入では、分担金及び負担金で保育所保護者負担金など199万6,000円減額、国

庫支出金の国庫補助金で、社会保障税番号システム整備費補助金を追加する一方、特別定額給付金

給付事業費補助金を減額するなど457万9,000円減額、寄附金でふるさと納税寄附金1,400万円追加、

繰入金で、ふるさと創生基金繰入金1,400万円追加、諸収入の雑入で、消防団員退職報償金収入の

ほか、入山管理協力金や学校給食費を減額するなど727万6,000円減額、村債で、観光施設整備事業

債１億550万円を減額し、歳入超過となる1,553万4,000円を予備費に追加して収支均衡予算といた

しました。 

 議案第62号 令和２年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１億3,467万9,000円を追加し、当初予算からの累計額を９億

2,711万8,000円としたものであります。 

 歳出補正の主なものは、保険給付費の療養諸費で、一般被保険者療養給付費など9,208万4,000円

追加、高額療養費で、一般被保険者高額療養費1,942万円追加、諸支出金の償還金及び還付加算金

で、過年度において過大交付された保険給付費等交付金を返還するため、保険給付費等交付金償還

金に343万9,000円を追加し、歳入では、国民健康保険税で610万7,000円減額、県支出金の県補助金

で、普通交付金を追加するなど１億1,078万5,000円追加、繰入金の他会計繰入金で、保険基盤安定

繰入金など143万4,000円追加、令和元年度決算の確定に伴い、繰越金2,517万7,000円追加、諸収入

の雑入で、過年度において過大納付した保険給付費が還付されることに伴い、雑収入に315万4,000

円を追加し、歳入超過となる1,988万4,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 
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 議案第63号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ196万1,000円を減額し、当初予算からの累計額を１億966万

円としたものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費の施設管理費で検査委託料を追加する一方、高山診療所に予診室

などを設置する施設改修工事請負費の入札差金のほか、職員の人件費を精査することによる減額な

ど345万8,000円を減額し、歳入では、村債で高山診療所等整備事業債270万円を減額し、歳入超過

となる145万9,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第64号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ40万6,000円を減額し、当初予算からの累計額を７億7,261万

9,000円としたものであります。 

 歳出補正は、総務費の総務管理費で、介護保険システムの改修に伴う電算委託料101万4,000円追

加、地域支援事業費の包括的支援事業任意事業費で、会計年度任用職員の育児休業に伴う人件費

246万3,000円を減額し、歳入では、国庫支出金の国庫補助金で44万1,000円減額、県支出金の県補

助金で47万3,000円減額、繰入金で、一般会計繰入金50万8,000円を追加し、歳入超過となる104万

3,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第65号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ500万円を減額し、当初予算からの累計額を4,038万6,000円

としたものであります。 

 歳出補正の主なものは、温泉給湯事業費の総務費で、消費税105万7,000円減額、給湯事業費で、

奥山田温泉給湯事業において、源泉井戸送水ポンプの代替機を設置する源泉管理業務委託料を追加

する一方、山田牧場にぎわいの場拠点施設に引湯管を敷設するための施設改修工事請負費を減額す

るなど435万2,000円を減額し、歳入では、諸収入の雑入で、山田牧場にぎわいの場拠点施設の整備

が地元の皆さん等との協議に不測の日数を要したため、本年度には工事を進めることができないこ

とから、当初予定していた奥山田温泉引湯負担金500万円を減額し、歳入超過となる40万9,000円を

予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第66号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、流域関連高山処理区維持管理事業において、消費税納付額が不足することや職

員の人事異動等に伴い人件費を精査するため補正するもので、歳出において下水道費の総務管理費

で、消費税など259万5,000円追加、下水道建設費で、職員の人事異動に伴う人件費の精査により28

万7,000円を減額し、歳入不足となる230万8,000円を予備費で減額いたしました。 

 議案第67号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的支出において、水道事業費用の営業費用で、職員の人事異動等に伴う人

件費493万9,000円追加、営業外費用で、消費税393万8,000円を減額し、累計額を１億2,621万5,000
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円としたものであります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき議決を賜りますようお願い申し上げ、

提案理由の説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから、議案第59号及び議案第60号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第59号及び議案第60号については、お手元に配りました議案

付託表のとおり所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第59号及び議案第60号については、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに

決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第59号 村税条例の一部を改正する条例 
民 生 産 建 

常 任 委 員 会 

議案第60号 村税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の 

      一部を改正する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第59号及び議案第60号について、会議規則第45条

第１項の規定によって、12月９日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 
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 議案第59号及び議案第60号については、12月９日までに審査を終了するよう期限をつけることに

決定しました。 

 お諮りします。 

 議案第61号から議案第67号までの７件については、後日審議にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第61号から議案第67号までの７件については、後日審議することに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 明日４日から７日までは休会とします。 

 来る８日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前10時37分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和２年12月３日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  酒 井 康 臣 

 

                 署 名 議 員  畔 上 孝 一 

 

                 署 名 議 員  水 谷   清 

 



－11－ 

令和２年第６回高山村議会12月定例会一般質問目次 

 

令和２年12月８日（火曜日） 

 

６番 西條正純議員 ………………………………………………………………………………………13 

   コロナ禍におけるマスク着用マナーについて 

   台風19号被災時の節水について 

 

５番 西原澄夫議員 ………………………………………………………………………………………19 

   機能別団員、分団制度の導入について 

   村政２期目の人口対策について 

 

７番 酒井康臣議員 ………………………………………………………………………………………28 

   自主財源の確保（ふるさと納税）について 

   環境問題に対する取り組みについて 

 

４番 湯本辰雄議員 ………………………………………………………………………………………40 

   第２期内山村政について 

   笠岳付近に村営トイレの設置を求めます 

 

３番 柴田弘男議員 ………………………………………………………………………………………50 

   高山村の指定文化財認定について 

 

２番 髙井央葉議員 ………………………………………………………………………………………53 

   移住定住対策について 

   子育て支援について 

 

10番 水谷 清議員 ………………………………………………………………………………………59 

   職員の管理職起用について 

   これからの英語教育について 

 

１番 黒岩清道議員 ………………………………………………………………………………………65 

   新型コロナウイルスの感染予防対策について 
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令和２年第６回高山村議会12月定例会会議録（第２号） 

 

令和２年12月８日（火曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    質 問 し た 者 

６番 西 條 正 純 議員       ５番 西 原 澄 夫 議員 

７番 酒 井 康 臣 議員       ４番 湯 本 辰 雄 議員 

３番 柴 田 弘 男 議員       ２番 髙 井 央 葉 議員 

10番 水 谷   清 議員       １番 黒 岩 清 道 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 黒 岩 清 道 議員       ２番 髙 井 央 葉 議員 

３番 柴 田 弘 男 議員       ４番 湯 本 辰 雄 議員 

５番 西 原 澄 夫 議員       ６番 西 條 正 純 議員 

７番 酒 井 康 臣 議員       ９番 畔 上 孝 一 議員 

10番 水 谷   清 議員       11番 宮 川 登志一 議員 

12番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 

８番 涌 井 仙一郎 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（会計室長） 
西 原 一 美 
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教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、８番 涌井仙一郎議員が療養のため欠席する旨、届出がありましたので、報告し

ます。 

 コロナウイルス感染症対策のため、質問席、答弁席にアクリル板を設置しておりますが、原則マ

スクを着用して発言してください。 

 また、１時間を目安に、換気及び質問席、答弁席の消毒のため休憩時間を取り、議事進行したい

と思います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────６番 西條正純議員。 

○６番（西條正純議員） 

 おはようございます。 

 私の最初の質問は、新型コロナ関連ですが、昨日夕方、高山村にも新型コロナ感染者が見つかっ
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たとニュースが流れました。 

 高山村が含まれる長野圏域は、県の感染警戒レベルは11月14日にレベル４に引き上げられました

が、12月４日にレベル３に引き下げられています。しかし、隣の北信圏域は、このところ、中野市

や山ノ内町を中心に感染者が急増しており、12月２日から警戒レベルが４に引き上げられ、昨日７

日には、12月20日までの２週間を対策集中期間として強化するとされました。 

 近隣でコロナ感染者が出る中で、昨日まで高山村で感染者が見つからなかったのは、村民１人１

人が感染リスクを理解し、新しい生活様式を実践してきたからだと思います。しかし、昨日の情報

無線での内山村長のメッセージにあるように、幾ら気をつけていても感染の可能性があるのです。

今回の発表を機に、より一層の注意をしていきたいと思います。 

 では、通告に従い、コロナ禍におけるマスク着用マナーについて質問いたします。 

 11月に入ってから、コロナ感染者数がどんどん増え、第３波が来たとも言われています。かつて、

マスク着用は日本独自の風習とも言われましたが、コロナウイルスに対するマスクの有効性は広く

世界に広まり、公共エリアでのマスク着用を義務とする国も多数あります。 

 マスクの効用は、自分の口から出る飛沫を減少させることです。しゃべらずに鼻で息をするだけ

なら、マスクをしてもしなくても、あまり変わらないという話もあります。マスクは会話時にこそ、

着用していただくことが重要ということです。 

 11月３日に村長表彰が執り行われました。コロナの第３波が来たと言われる直前のことで、感染

者数が減っている様子も、今のように急増する兆候もありませんでした。このような中で式典を執

り行うに当たり、出席者の人数を制限し、体温も計測し、席の間隔を空け、マスクの着用を求める

など感染対策をいたしました。しかし、ステージに乗られた方々はマスクをしておられませんでし

た。しゃべらないで列席だけの方ならマスクをしなくてもよいと思いますが、表彰授与において、

マスクをせずに、１ｍ以内の近距離で対面して文面を読み上げました。間にはアクリル板などのバ

リアもありませんでした。 

 現在のコロナ禍の中では、対面して話すときにこそ、マスクをすることがマナーと思いますが、

村はどのように考えるのか。 

 また、マスクなしで使われたスタンドマイクは数人が使用しましたが、消毒はされませんでした。

村長表彰より少し前の10月28日の衆院本会議では、マスクをしない方の質問や答弁が終わるたびに、

職員が演台やマイクなどを消毒し、感染防止に努めています。村の見解をお聞きします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。 

 答弁を申し上げる前に、私から議員各位並びに村民の皆様に申し上げます。 
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 昨日７日、長野県から、本村におきましても村民の方の感染情報が報告されました。このため、

急遽、本村任意の対策本部会議を開催し、対策を検討し、私から村民の皆様にメッセージを出させ

ていただきました。 

 新型コロナウイルス感染症は、どんなに気をつけていても、私たちの誰もが感染する可能性があ

ります。感染が確認された方や、その御家族に対しての詮索や誹謗中傷、差別や偏見、いじめ等が

生じないよう、思いやりと支え合いの心を持ち、冷静な行動をお願いしたいと思います。 

 また、村民の皆様には大変な負担をおかけしていますが、皆様の生命と安全を守るため、改めて

３密を避け、手洗い、マスクの着用、身体的距離の確保など、基本的な感染防止を徹底していただ

くようお願い申し上げます。 

 それでは、答弁を申し上げます。 

 コロナ禍におけるマスク着用マナーについてお答えいたします。 

 毎年11月３日の文化の日は、長年にわたり村政発展のために御功績のあった皆様を対象に、その

顕著な御功績と献身的な御尽力に対しまして、村民の皆様とともに、心からの敬意と感謝を申し上

げるために、高山村長表彰式を挙行させていただいております。 

 本年も11月３日に、厳粛のうちに村長表彰式を挙行させていただき、長年にわたり村政発展のた

めに御功績がありました２名と１団体の皆様を表彰させていただいたところであります。 

 今年の式典は、新型コロナウイルスの影響によりまして、感染拡大防止の観点から、議員お話し

のとおり、御来賓の出席人数を制限して、最小限にさせていただくとともに、式典入口での手指の

消毒や検温の実施、さらには席の間隔を広げ、エチケットマスクの着用をお願いするなど、感染症

防止対策を取った上で実施をさせていただきました。 

 このため、感染防止の観点から考えますと、マスクを着用すべきでありましたが、受賞者の皆様

のお顔や表情などを広くお伝えしたいことなどから、表彰の際や壇上にいる関係者のマスクは取り

外した中で開催させていただきましたが、新型コロナウイルス感染症がいまだ終息しない中での行

事であったことなどから、議員御指摘のとおり、配慮に欠けた行為であり、関係の皆様には大変申

し訳なく思っている次第であります。 

 また、本年は、新型コロナウイルス感染症防止対策のため、村民の皆様や事業者の皆様に、３密

の回避を始め、手洗い、マスクの着用、換気など基本的な感染予防の徹底と、イベント、行事など

の開催人数の制限や身体的距離を確保していただくなど、ウィズコロナの時代における新しい生活

様式の中で、できる限り感染リスクを抑えられるよう、感染防止対策をお願いしてきたところであ

ります。 

 したがいまして、現在、村主催の行事や会議などは、新型コロナウイルス感染症防止対策を講じ

て実施しておりますが、さらに予防対策を徹底するなど、感染症対策を怠らないようにしてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 
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 今なお、新型コロナウイルス感染症は、世界各国で感染が拡大し続けており、多くの尊い命や健

康を奪っております。 

 我が国におきましては、第３波と言われておりますように、一旦減少の兆しが見えた感染者数が

日増しに増加の一途をたどっており、長野県におきましても、県独自で定めた警戒レベルが現在、

北信圏域で警戒レベル４の特別警報が発出されております。 

 これから年の瀬を迎えるに当たって、村民の皆様の暮らしと健康を守るため、気を緩めることな

く、新型コロナウイルス感染症に対する感染防止対策の徹底など、あらゆる媒体を活用して周知に

努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────６番 西條正純議員。 

○６番（西條正純議員） 

 ただいま答弁いただきました。ありがとうございます。 

 やっぱり今の状況では、コロナの感染リスクを下げるという、これが一番のマナーではないかと

思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

 先週は、コロナ感染者の最多更新など、憂鬱なニュースが続きましたが、国外ではワクチン承認

という希望のニュースもありました。ワクチンの大量生産はこれからで、日本の私たちが接種でき

る時期は未定ですけれども、年度内の接種開始を目指していると聞いております。そして、ワクチ

ンの接種費用を無料とすることなどを盛り込んだ改正予防接種法が２日、国会で成立しました。 

 ワクチンといえど完璧でないことは、製薬会社が効果100％とは言っていないことで理解しなけ

ればなりません。しかし、ワクチン接種によって、感染リスクは大幅に下がるでしょう。それまで

を何としても、コロナ感染者の増大を防ぎながら乗り切らなければなりません。 

 高山村は、ここまで感染者数を最小限に抑えてきました。ひょっとしたらそれが、気の緩みが出

るかもしれない原因になるかもしれないと感じていたのですが、昨日の報道で気が引き締まるので

はないでしょうか。これからも、村民１人１人の油断することのない行動を求めたいと思います。 

 また、村に対しては、ただいまの答弁にありましたように、コロナ禍でのマナーとは、感染リス

クを下げることが第一と捉えていただきたく存じます。 

 では、次の質問に入ります。 

 台風19号被災時の節水について質問いたします。 

 昨年の台風19号は、長野県にも未曾有の被害を及ぼし、高山村にも甚大な爪痕を残したことは記

憶に新しいことです。この台風による千曲川の氾濫で、高山村を含む地域の下水処理を行っている

終末処理場クリーンピア千曲も被害を受け、処理能力が停止しました。 

 この想定外の事故に対し、高山村は、クリーンピア千曲の下水処理に依存する高井地区の村民に

節水を呼びかけ、また、トイレの水使用を減らすために、公共施設や学校に仮設トイレを70台以上
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設置しました。この村が行った対応は迅速で効果的であり、賞賛すべきものと思っております。 

 その後、クリーンピア千曲は、応急的な復旧措置として、塩素消毒のみで放流を始め、次の段階

で沈殿と塩素消毒と、徐々に水処理を改善しています。村も仮設トイレを撤去し、クリーンピア千

曲の情報を流さなくなりました。 

 しかし、いまだクリーンピア千曲は、まだ完全には復旧していないと聞いています。処理も簡易

生物処理の段階で、放流水中の大腸菌群数は基準を満たすように消毒していますが、ＢＯＤ（生物

化学的酸素要求量）の数値はまだ高いようです。ＢＯＤは、微生物が有機物の汚れを分解するのに

必要とする酸素量で、数値が高いということは汚れた水を放流しているということです。 

 この台風は、私たちの地域に降りかかった災害であり、下水処理場の窮地に協力された村民が大

多数だと思います。村民に呼びかけた節水は、どれだけの効果や実績があったのか知らせていただ

きたいのです。 

 自分の行った行動が目的に寄与した、役に立った。これが証明されると、人は安心や満足が得ら

れます。次も呼びかけに協力しようというモチベーションが高まります。逆に、行動に対しての反

応がないと、何のために協力したか不安となり、モチベーションが薄れ、次回の呼びかけへの協力

が心配になるおそれがあります。そのためにも、村民が協力したことの効果が見える報告が欲しい

のです。 

 上水道は生活に必要なため、節水を呼びかけられても、大きく減らすことはなかなか難しいもの

ですが、期待した節水が得られたのか、また、対象エリアの平年対比で、どれくらい節水されたの

か。そして、クリーンピア千曲の復旧スケジュールと、もう節水などの協力は必要ないのか、これ

らについて伺います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 台風第19号災害時の節水についてお答えいたします。 

 昨年10月12日から13日にかけて発生した、猛烈な風雨を伴う大型で非常に強い台風第19号は、長

野県を含む東日本を中心に甚大な被害をもたらしました。このため、長野県内では、記録的な豪雨

により、東北信地方を中心に千曲川が増水し、長野市の下流域にある長野市穂保地区では堤防が70

ｍにわたって決壊したため、広い範囲の住宅が濁流にのみ込まれるなどの甚大な被害が発生してし

まいました。 

 また、長野市下流域の赤沼地区には、本村を含む長野市や須坂市、小布施町の人口14万3,000人

分の下水処理を行う、県が管理する千曲川流域下水道下流処理区処理場、通称クリーンピア千曲が

あり、台風による堤防の決壊を受けて施設が水没し、汚水処理が停止してしまいました。このため、

県は直ちに、下水道のマンホールから汚水があふれることを懸念し、関係市町村に水量調整を要請
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するとともに、報道機関を通じて関係住民に節水を呼びかけたところであります。 

 この県の要請を受け、村では、関係する高井地区の皆さんを対象に、水道水の使用を極力控えて

いただくよう、お風呂や洗濯の回数を減らすなど、日常生活においてできる最大限の節水を情報無

線によりお願いするとともに、役場や公民館に緊急的に設置した仮設トイレを利用していただくよ

う、区長さんを通じて協力を依頼したところであります。 

 その後、10月15日にクリーンピア千曲では、簡易な塩素消毒による暫定的な汚水処理により、千

曲川への放流を再開いたしました。しかし、再開し放流した汚水は、暫定的な処理のため、環境へ

の負荷が大きく、県からは環境に配慮した下水道の使用を依頼されています。このため、村では、

クリーンピア千曲の要請に従って、情報無線や広報紙への折り込みチラシにより、節水等の協力を

依頼してまいりました。 

 その結果、11月13日に県から、施設の下水処理能力が一定程度回復するとの報告があったため、

11月下旬に仮設トイレを撤去いたしました。 

 そこで、まず初めに、高井地区の皆さんに呼びかけた節水の実績と効果についてのお尋ねであり

ますが、災害の発生から節水の呼びかけをやめた期間を含む９月下旬から11月下旬までに使用した

水道使用量を見ますと、前年同期と比べて5,230㎥減の７万2,201㎥で、前年比で6.8％の減となり、

事業所を含む１世帯当たりでは３㎥の削減となりました。 

 また、過去５か年平均を平年として比較した場合、6,723㎥減の8.5％の減となりましたが、水道

水の節水は、議員お話しのとおり、大変難しいと言われる中で、前年比や平年比に比べて、いずれ

も大きく減少しておりますことから、村民の皆様を始め事業所の皆様が、災害の早期復旧と被災地

域の皆さんの実情を思って、節水に御理解、御協力をいただいたものと改めて感謝申し上げますと

ともに、大変大きな効果があったものと思っております。 

 また、県からは、下水道下流域への影響に配慮して、早い段階で仮設トイレを設置し、村民の皆

様の節水への御協力に対しまして感謝をいただいたところでございますので、よろしくお願いいた

します。 

 次に、クリーンピア千曲の復旧スケジュールについてのお尋ねでありますが、これまでに村では、

県からの情報に基づき、２回にわたり村の広報紙に、復旧作業の進捗状況や復旧予定等をクリーン

ピア千曲災害復旧だよりとしてお知らせをしてまいりました。 

 そこで、11月末時点における復旧状況につきましては、地下20ｍの下水管からくみ上げる揚水ポ

ンプが10月には復旧し、安定した汚水のくみ上げが可能となったことから、雨天等におけるマンホ

ールからの汚水があふれる心配や、管渠内の悪臭も低減している旨の報告をいただいております。 

 一方、微生物によって分解される生物処理を行う汚水の浄化は、被災した５系列のうち、現在、

３系列の池で再開されましたが、残る２系列の復旧は来年３月下旬を予定しており、さらに、汚泥

焼却炉のほか管理棟の電源設備や運転制御設備など、残る全ての復旧については令和４年３月を目
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指しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、節水などの必要性についてのお尋ねでありますが、先ほど申し上げましたとおり、クリー

ンピア千曲の復旧作業は徐々に進み、施設機能も着実に回復している状況にありますが、県からは、

汚水の生物処理をする５系列全てが復旧するのは令和３年３月の予定とお聞きしています。このた

め、令和３年３月下旬までは、環境負荷に配慮した節水への協力依頼がありましたので、それまで

は引き続き御理解を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────６番 西條正純議員。 

○６番（西條正純議員） 

 ただいまの節水の数値を聞きまして、非常に驚いております。というのは、よくこれだけ高い数

値が出たなということで、質問のときにも述べましたけれども、節水というのは、本当に生活に必

要なことで使っている水ですので、そう大きく減らすというのは難しいことだと思うんですよ。 

 電気等はそれでも、テレビを見るのをやめるだとか、小まめにライトを消すとかということで、

大分できることもあるんですが、水というのは、無駄に流すということは、ふだんあまりする人は

いないものですから、非常にこれ、難しいんだと思うんです。ですから、５％も出ればすごいなと、

私、個人的には思っていたんですが、今のお話聞くと、前年比で6.8％、５年間の平均に対して

8.5％も、昨年はその期間少なかったということで、これは、よくこんな数値が出たなと、今ちょ

っとびっくりしております。 

 これ本当に、村民の皆さんに改めて協力への感謝を申し上げたいと思います。本当にありがとう

ございます。こういうような数値を出していただけると、自分たちが頑張ったかいがあったんだな

ということが伝わりますので、こういうことは、ぜひとも伝えていっていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 一昨年の猛暑、昨年の台風、それから今年の新型コロナウイルスと、年ごとに違う自然の猛威に

さらされています。まだ昨年の爪痕がある中に、今年は長期間の闘いが強いられています。さすが

に皆さん疲弊してきておりますが、コロナに対しては、ワクチンの認可などの明るい情報も出てき

ました。もうしばらく新しい生活様式を続けなければなりませんが、そのためにも、これからもこ

れまで同様、丁寧な情報発信をされることを願います。 

 ということで、私の質問は以上で終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で西條正純議員の質問を終わります。 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 まずは、改めて、内山村長におかれては、２期目の御当選、大変おめでとうございます。コロナ
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禍の中で、村政の運営は大変厳しいというふうに思います。健康には十分注意されて、今後４年間、

村、村民のために御活躍をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、最初の質問、機能別団員、分団制度の導入について質問をさせていただきます。 

 消防団員の皆さんは、コロナの影響で、年度当初の出初め式に始まり、村、須高、県、全国の消

防技術大会が中止になってしまいました。訓練の成果を発揮する場がなくなってしまい、大変残念

な思いをお持ちだと思っておるところでございます。 

 ただ、今のところ、一番危惧をしていたコロナ禍の中での自然災害がほとんどなかったことは、

幸いだったなというふうに思っております。 

 さて、近年、多様化・大規模化する災害に対し、地域の防災力をいかに底上げすることができる

かが重要な課題であると思います。来年度は分団編成替えの年に当たります。近年、団員の成り手

不足が深刻な状況にあり、これから分団の幹部の皆さんは、団員確保に奔走されるのが目に見える

ようです。 

 そこで、お聞きします。 

 消防団員への入団の間口を広げるために、多くの皆さんが参加しやすい、特定の活動にのみ参加

する団員、分団であるところの機能別団員、分団制度の導入ができないかお聞きします。 

 また、避難所の開設などで、村や消防団とのスムーズな連携が取れるように、自主防災組織の再

編成も必要と考えますが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 機能別団員、分団制度の導入についてお答えいたします。 

 観測史上最大級と言われております昨年の台風第19号は、長野県など東日本を中心に甚大な被害

をもたらし、本村におきましても、１日の降雨量が285㎜、記録的な大雨により、家屋への床下浸

水を始め、道路の損壊や農地災害、出荷を前にした果樹等の落下被害など、多くの被害が発生いた

しました。 

 そうした中で、台風第19号は降雨量が多かったために、本村に土砂災害警戒情報が発表されまし

たことから、村民の皆様の命を守ることを第一に、避難勧告やその後、避難指示を発令させていた

だきましたが、村民の皆様を始め、高山分署や消防団など、関係の皆様の迅速な行動と対応により、

人的被害等もなく、被害を最小限にとどめることができましたことに、改めて感謝申し上げるとこ

ろであります。 

 このように、消防団員は、台風や地震などの自然災害や火災などから住民の皆様の生命・財産を

守るため、生業を持つ傍ら、災害が発生するおそれが予想されるときや災害が発生したときなどは、

自分たちの地域は自分たちで守るという崇高な精神と郷土愛の下で、地域の安全と安心のために、
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日々、消防活動に当たっていただいております。 

 本村では、５つの分団を編成する中で、平時には団長以下196名の団員が、日頃からの機械操作

の訓練はもとより、消防水利や機械器具などの点検のほか、年間を通した火災予防の広報活動など、

自然災害時や火災時などの非常時に備えた活動及び予防消防に努めていただいておりますが、少子

高齢化や社会の就業構造の変化などに伴って、年々消防団員の確保が難しくなってきており、本村

におきましても、現在定数に３名欠員が生じるなど、地域防災力の低下が懸念されているところで

あります。 

 そこで、機能別団員、分団制度の導入についてのお尋ねでありますが、近年の社会環境の変化等

から、全国的に消防団員数の減少が続いており、地域防災力の低下が心配されております。このよ

うなことから、総務省消防庁では、消防団活動を補完し、地域防災のより一層の充実を図ることを

目的に、機能別団員、分団制度の導入を進めております。 

 この制度は、消防団員が、仕事や家族の都合などで全ての活動に参加することが困難な消防団員

を補助し、消防力の低下を招かないようにするためのもので、災害時や特定の活動のみに参加が可

能な場合など、能力やその人の事情に応じた特定の活動に参加することができる制度であり、課題

解決に向けた方策の１つでもあると言われております。 

 そのようなことから、村におきましても、近年の多様化する消防団活動や少子高齢化、村外への

勤務など、生活様式の多様化により団員の確保が年々難しくなってきている状況の中で、新たな組

織の在り方などについて考えていく必要があるものと思っております。 

 このようなことから、高山村消防団では、団幹部で構成する分団長会において、消防団活動に関

する諸課題の整理や、その改善策等について協議を重ねられている中で、本年度は新型コロナウイ

ルス感染症防止対策のために、議員お話しのとおり、出初め式は挙行できませんでしたが、出初め

式全体の時間短縮を御提案いただくとともに、消防操法大会や総合防災訓練、歳末夜警などにおけ

る消防団員の負担軽減に向けて、継続して御検討いただいているところでございます。 

 そのような中で、消防団員の確保につきましては、それぞれの分団でも大きな課題となっており、

分団長などの役職を経験された後に、引き続き団員として活動していただくなど、定数の確保に努

めていただいている分団もございます。 

 このようなことから、現在、分団長会におきまして、団員確保の観点から、機能別団員制度の導

入について、具体的に検討が始められているとお聞きしております。まだまだ素案の段階とのこと

ですが、機能別団員として消防団ＯＢの皆さんに御協力いただく中で、初期消火活動など基本的な

消防団活動の補助や、大規模災害時において特定の活動に関わっていただくことを想定されている

とのことで、今後、消防団ＯＢの皆様にも御相談申し上げ、十分御意見を伺った中で、村へ要望す

るお考えのようでございます。 

 村といたしましては、分団長会において十分御検討いただき、その検討結果を尊重させていただ
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きたいと考えております。 

 したがいまして、消防組織力である団員数を確保することは、大変重要なことであると考えてお

りますことから、今後も消防団活動を広くＰＲし、１人でも多くの若い皆さんに消防団活動を御理

解いただく中で、団員の確保が図られるよう、消防団幹部の皆さんと知恵を出し合って、機能別団

員や分団制度の導入を含めて、今後の組織づくりについて検討してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、自主防災組織の再編成についてのお尋ねでありますが、自主防災組織につきましては、常

備消防高山分署の発足に伴い、消防全般について研究するため、昭和62年12月に消防行政研究委員

会が設置され、その会議の中で、自主防災組織の育成について研究されました。 

 当時、本村には、牧場地区自警団、五色・七味地区自警団及び三郷婦人自警団の３つの自主防災

組織がありましたが、自主防災組織は一朝有事に際し、初期の対応に欠かすことができない組織で

あり、村民１人１人の防災意識の高揚を図るためにも必要な組織であるとして、各地区の自主防災

組織を育成していくことが答申され、それを受けて、平成元年４月には全ての地区で、各地区の区

長さんを中心とする自主防災組織の設置をお願いいたしました。 

 この自主防災会は、住民の共助の精神に基づく自主的な防災活動を行うことや、消防団等の関係

団体と連携しながら、地震や火災、その他の災害による被害の防止及び軽減を図ることを目的とし

ております。 

 また、自主防災会の組織体系といたしましては、区長さんが会長として全体を総括していただき、

副会長に代理区長さん、会計担当者及び会計を監査する監事さん、会長からの指示の下、各組のま

とめ役として、安否確認や避難誘導、応急活動などに当たっていただく分隊長さんとして、隣組長

さんに当たっていただくこととしておりますので、基本的には各区の役員さんが兼務されているの

ではないかと思われます。 

 そこで、自主防災会に行っていただく一番の取組は、地震や風水害等における被害の防止や軽減

を図るため、地区防災計画を作成することに合わせて、防災意識の醸成を図っていただくことであ

ります。 

 しかしながら、自主防災会を立ち上げていただいてから30年以上が経過いたしますが、各自治区

においては、組織体制を始め地区防災計画の設置目的などが、十分に引き継がれてきていない状況

があるのではないかと思われます。また、少子高齢化や生活様式の変化、その他地域を取り巻く

様々な環境の変化に伴い、活動しやすい自主防災組織や、現状に見合った地区防災計画への見直し

が必要なところもあるかと思っております。 

 近年は、日本全国で大規模な自然災害が毎年発生しております。土砂災害警戒区域が多い本村で

は、大雨による土砂災害がどこで発生してもおかしくありません。自然災害の発生時には、避難所

運営なども含め、村職員だけでは対応に限界がありますことから、地域の皆さん自らが自分の命を
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守っていただく行動を取っていただくことが重要であります。 

 そのためにも、自主防災組織の育成は、重点的に取り組まなければならないものと考えておりま

すので、今後、各地区の区長さんに御相談させていただく中で、自主防災組織を再認識していただ

くとともに、柔軟に組織体制の見直しを検討していただくことや、消防団との連携を十分図ってい

ただくことなどをお願いしてまいりたいと考えております。 

 村民の皆さんの安全・安心を守るため、消防団や自主防災会、そして村が、それぞれの役割を明

確にしながら連携し、臨機応変な対応も必要になりますが、共に助け合う共助の精神を持って、災

害に強い村づくりを進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 再質問をさせていただきます。 

 その前に、ちょっと答弁が聞こえない部分があったんで、もう少しゆっくりと言っていただくか、

はっきりと言っていただかないと、聞こえない部分がありましたんで、よろしくお願いしたいと思

います。 

 それでは、今回の機能別団員の質問は、前にも１回させていただいた質問でございまして、それ

なりの準備はできているんではないかなというような感じの中で質問させていただいたわけでござ

います。 

 今回の機能別導入については、来年度の編成替えに間に合うのかどうか。当然これ、条例の改正

等も含んでくると思うんで、どのような段取りで導入されるのか。その辺も含めて、お聞きをした

いと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 それでは、お答えいたします。 

 来年度、編成替えということでありまして、大勢の団員の皆さんがお替わりになることも想定さ

れます。それに向けて、消防団にお入りいただく方、勧誘することについても、大変御苦労いただ

いていると、このように思っております。 

 そして、今、スケジュールについてということでお尋ねがございましたが、現在、分団長会でい

ろいろ御検討されているというふうに、先ほども御答弁させていただきました。そういったところ

の中で、またＯＢの皆さんにも御相談申し上げていくということでございますので、そういった中

において、今後のスケジュール、十分検討していきたいと思っておりますので、今、いつまでにと
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いうことを正確に申し上げられませんが、できるだけ早いうちに、そういう方向づけができればい

いのかなと思っておりますが、来年度からスタートできるかどうかは、ちょっと今のところ、はっ

きり申し上げられません。それは御理解いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 ぜひ、スピード感を持ってお願いしたいと思いますが。 

 それから、自主防災組織の再編成についての答弁、ちょっと聞こえなかったところがあったもん

ですから、その辺の答えをもう一度お願いできますか。どのような形にするのか、再編成するのか

どうなのか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 答弁が聞きづらかったということで、大変失礼をいたしました。 

 再編成というのは、現在、区長さんを中心に、区の役員さんが兼務をされているんではなかろう

かと、このように考えておりますが、それは組織そのものについて、各地域の実情があるかと思い

ます。大きな組織もあれば、小さな組織もありますので、それぞれの地域に見合った編成を御検討

いただきたいんだということで、そういった趣旨で区長さんに御相談をかけさせていただきたいと、

このように考えております。 

 村のほうから一方的に、こういう組織にしてくださいということではなくて、村のほうでは育成

をさせていただく、こういう趣旨に基づいて、一緒になって考えさせていただくと、こういう立場

で進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 できるだけ、今の自主防災会、なかなか活躍するというか、引継ぎも含めて、あまりうまくいっ

ていないようでございますんで、ぜひまた、村のほうからも積極的に関与していただければという

ふうに思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、２問目に入らせていただきます。 

 近年、全国では人口の減少が大きな問題になっています。特に地方では、大変深刻な状況だとい

うふうに思っています。村も例外でなく、人口減少のカーブは年を追うごとに、急角度になって落

ち込んでいるというような感じをしています。今後20年の村の人口の推移予測はどのようなものか、

お聞きをしたいと思います。 
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 次、内山村政２期目の具体的な人口減少歯止め策についてお聞きをします。 

 持続可能な村づくりをするためには、人口減少に歯止めをかけることが必須の条件だと考えてい

ます。そこで、以前にも質問をしました。人口対策に特化した課なり係をつくることが必要だとい

うふうに私は考えておりますが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 私ごとになりますが、先ほどは励ましのお言葉をいただき、大変ありがとうございます。 

 それでは、村政２期目の人口対策についてお答えいたします。 

 私はこのたび、村民の皆様の負託を受け、引き続き村政２期目の重責を担わせていただくことと

なりました。２期目の村政運営に当たりましても、「めざす未来は、豊かな高山村と村民の幸せ」

をキャッチフレーズに、第六次高山村総合計画や第２期高山村総合戦略などに沿いまして、人口減

少を抑制し、笑顔やにぎわいのあふれる活力ある村づくり、それと、村政発展のために全力を尽く

して取り組んでまいる所存でありますので、今後とも議員各位並びに村民の皆様の一層の御支援と

御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 そこで、まず初めに、今後2040年までの人口推移予測についてのお尋ねでありますが、村の住民

基本台帳に基づき、本村の人口推移を見ますと、30年前の平成２年４月１日時点の人口は7,497人

で、10年後の平成12年４月１日には599人増の8,096人と、着実に人口が増加してまいりました。し

かしながら、その10年後の2010年、平成22年４月１日には312人減の7,784人に減少し、議員御指摘

のとおり、人口の減少化が顕著に表れてまいりました。さらに、本年４月１日時点の状況を見ます

と、平成22年以降の10年間では840人減の6,944人まで減少し、7,000人を割り込む大変憂慮すべき

事態となっております。 

 このような状況の中、本村では、人口減少を抑制し、持続可能な村づくりを進めるため、人口の

将来展望やその実現に向けた方向性を定めた第２期高山村総合戦略を本年３月に作成しております

が、この戦略の中では、国立社会保障・人口研究所が平成30年３月に公表した推計をベースに、合

計特殊出生率の上昇や社会移動の均衡などの目標を定めた上で、５年ごとの人口推移を2060年まで

推計しております。 

 これによりますと、村の人口は2025年に6,569人、2030年には6,315人、2035年には6,057人に、

さらに2040年には、本年４月の人口と比べて1,180人減の5,764人になると推計されております。 

 次に、具体的な人口減少の歯止め策についてのお尋ねでありますが、これまで村では、人口減少

に歯止めをかけ、人口増につなげていくための事業として、結婚定住祝い金などの各種祝い金の支

給や福祉医療費の助成対象者の拡大など、経済的負担の軽減に加え、若い人たちが安心して子育て

できる地域優良賃貸住宅の整備や、空き家バンクを活用した不動産の流動化による人口確保策に力
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を注いでまいりました。 

 しかしながら、全国的に人口減少が加速化しており、本村においても、なかなか人口減少に歯止

めがかからない状態が続いております。そのような中で、現行の助成制度につきましては、引き続

き着実に実施するとともに、新たに村政運営に５つの柱を設けて、人口対策を含む総合的な村政運

営に取り組んでまいる所存であります。 

 その柱の１つは、さらに安全な村づくりであります。 

 自然災害に対する備えとして、指定避難所の整備・充実を図るほか、防災行政通信システムを活

用した迅速な情報提供体制の構築、間伐後の山林への広葉樹の植栽などによる災害に強い森林づく

りを進めてまいります。 

 ２つ目は、さらに幸せな村づくりであります。 

 小中学校の給食費の負担軽減の対象拡大や子育て支援センターの体制整備など、子育て世代の支

援に加え、スポーツや文化活動を行う団体等への支援を強化し、特に高齢者の皆さんが健康で活躍

できる村づくりを進めてまいります。 

 ３つ目は、誰からも愛される村づくりであります。 

 高山村のファンを増やし、知名度を高めるため、ＳＮＳやマスコミなどを活用し、積極的に情報

発信を行ってまいります。また、ふるさと納税の返礼品を充実するとともに、自主財源を確保し、

安定的な財政運営に努めてまいります。 

 ４つ目は、各産業が充実した村づくりであります。 

 りんごを始めとする果樹産業のさらなる発展のため、支援策を充実するとともに、新たな企業誘

致による産業の創出に取り組んでまいります。 

 ５つ目は、お客様でにぎわう元気な村づくりであります。 

 村内に複数の拠点を整備し、村を回っていただくにぎわいの場構想を実現させ、通年にわたって

にぎわう村と村内経済の活性化を図ってまいります。 

 以上、概略を申し上げました施策を、一つ一つスピード感を持って具現化していくことが、村を

発展・存続させていく上で何よりも大切であり、ひいては人口対策につながっていくものと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、人口対策に特化した課等の設置についてのお尋ねでありますが、昨年の９月定例会でも答

弁させていただきましたが、現在、本村の事務分掌を統括する組織は、４課及び２つの室と、その

下部組織となる14係で業務を行っております。 

 総合的な人口対策につきましては、総務課企画財政係が業務を担い、就農希望者に関しては産業

振興課農政係が、住宅対策に関しては建設水道課建設係が中心となり対応しておりますが、村にお

ける人口対策が効果的かつ効率的に実施できるよう、常に情報交換や情報の共有に努め、連携して

事業実施に当たっております。そのようなことから、現時点において新たな課等の設置については
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検討しておりませんが、必要に応じて、人員配置などにより柔軟に対応してまいりたいと考えてお

ります。 

 したがいまして、今後とも人口減少に歯止めをかけるため、私自身も村内外で開催されるイベン

トなどを通じて、積極的に高山村をＰＲし、本村の魅力を伝えてまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 村長が答弁されましたように、村で行うそれぞれの施策・事業というのは、当然、村の持続可能

な発展なり、また人口対策に全ての事業が結びついているんだということは、私も十分承知してい

るところでございます。 

 ただ、今、多くの市町村が人口対策の具体的な政策として、移住・定住支援事業に非常に力を入

れています。もちろん高山も入れているんだろうというふうに思いますけれども、多くの市町村が

それに特化した係を設置しているわけですよね。やはりその辺、最低でも係をつくっていただかな

いと、なかなか積極的な移住支援についても、人口対策にならないのではないかというような気が

私はしております。 

 実際、村の場合、移住・定住支援を担当している職員は１名、それも、何というんですか、臨時、

嘱託ですか、職員の人が非常に、１人でやっていらっしゃる。非常に努力されて、村民の皆さん、

私も移住・定住の方からいろいろお話を聞くんですが、非常に評判もいいし、非常に努力されてい

るというお話は聞いています。 

 ただやはり、あくまでも嘱託職員、やはり仕事の内容に限度がどうしても生じてしまう。という

ことから、やはり私は、係なり係長なりを設置して、この事業に積極的に力を入れていただきたい

と、このように思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 今、移住・定住の難しさと、こういうことだろうと思います。 

 やはり、特に今年１年間は、新型コロナウイルスということで、移住・定住についてはなかなか

取り組めなかったと、こういう状況ではあります。 

 昨年、着実に移住をしていただいていると、こういう結果が出ておりますけれども、ただ、やは

りいろいろな実態を比べますと、それぞれの取組等で成果を上げているところ、あるいはなかなか

成果が上がらないところ、こういうことがありますので、その辺を含めて、参考にさせていただく
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のが必要だろうと思います。 

 まず、移住をするためには、住みよいというのが１点だろうと思うんですね。環境だけでなく、

やはり一番大事なのは働く場、そういう場所がなければ、なかなか来ていただいても定住していた

だけないと、そういうことがありますので、１つには、中枢連携都市ということで、長野県域とい

うことで、須坂市あるいは長野市等への仕事の、そういったものを協力していただくとか、そして

住んでいただくのは高山村にと、こういう考えも以前に申し上げたかと思いますが、そのほか、村

内で、そういう自立できる、そういうふうなことも検討していかなければならないと思いますので、

議員御提案のとおり、また真剣に取り組んでいる自治体を参考にさせていただきながら、取り組ん

でまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 この後、同僚議員が移住・定住の対策についての質問がありますので、私はこの辺にしておきま

すけれども、どちらにしても、移住を希望される希望者はいらっしゃるんですよ。ただ、受皿がし

っかりしていないということで、なかなか移住ができないということなんだというふうに思います。

その辺を、しっかりとした組織をつくっていただいて、受皿をつくっていただいて、せっかく希望

する方がいらっしゃるんですから、ぜひその方が移住できるような施策をお願いをしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で西原澄夫議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。換気、消毒等のための休憩です。 

 会議は午前11時25分から再開します。 

午前11時11分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時23分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 通告に従い質問をいたします。 

 内山村長におかれましては、先般の村長選挙で大差での御当選、誠におめでとうございます。 

 まず、今回の選挙の公約の中から、自主財源の確保（ふるさと納税）について質問をいたします。 
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 国は、ふるさと納税をすることにより地方を元気にするんだ、こういう方針の下、実質的には

2008年に始まり、2019年に法改正を行い、現在に至っています。 

 村長のこれからの約束の中で、誰からも愛される村づくりがあります。 

 １つ目は、風光明媚理想郷として高山村を広くアピールし、愛着を持つ人を１人でも多くつくり、

応援する皆さんを増やして、積極的にふるさと納税推進に取り組み、自主財源の確保をする。２つ

には、ふるさと納税の仕組みを活用し、返礼品を通して村の知名度を高めると書かれておりました。 

 先ほど、西原議員の質問の答弁にもありましたけれども、ふるさと納税を活用することにより自

主財源の確保を図ることは、村のような小さな小規模自治体では、これからの発展に大きく貢献で

き、私も賛同をいたします。 

 県内の小谷村では、平成30年度、30億円の寄附を集めて話題になりました。集める手法に問題が

あったのか、指導を受け、最近は10億円程度に落ち込んでいるようでありますが、それでも、小谷

村の財政に大きく貢献していることは紛れもない事実であります。近隣の須坂市では、平成30年度、

４億7,700万円、小布施町は３億円余りを計上し、自治体独自の事業に使っています。 

 そこで、質問をいたします。 

 約束にあります積極的にふるさと納税推進に取り組む具体的な方策を示してください。 

 また、ふるさと景観育成寄附金事業だけではなく、暮らしに関連する事業など、複数の事業を立

ち上げたほうが寄附もしやすくなると考えますが、答弁を求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 先ほどと同じように、私ごとになりますけれども、励ましの言葉、大変ありがとうございます。 

 それでは、自主財源の確保（ふるさと納税）についてお答えいたします。 

 総務省のふるさと納税ポータルサイトによりますと、ふるさと納税は、生まれ育ったふるさとや

自分の意思で応援したい自治体を選ぶことができることとして、平成20年度に創設された制度で、

次の３つの意義を持つものであるとされております。 

 その１つは、納税者が寄附先を選択する制度であり、選択するからこそ、その使われ方を考える

きっかけとなる制度で、税に対する意識が高まり、納税の大切さを自分ごととして捉える貴重な機

会であるとしております。 

 ２つ目は、生まれ故郷はもちろん、お世話になった地域、これから応援したい地域へも力になれ

る制度であり、それは、人を育て自然を守る、地方の環境を育む支援になる制度であるとしていま

す。 

 ３つ目は、自治体が国民に取組をアピールすることで、ふるさと納税を呼びかけ、自治体間の競

争が進み、選んでもらうにふさわしい地域の在り方を改めて考えるきっかけへとつながる制度であ
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るとし、「ふるさと納税で日本を元気に」をキャッチフレーズに、地方創生に貢献する制度と位置

づけられております。 

 そうした中で、全国のふるさと納税の受入件数と金額を見ますと、制度創設当初の平成20年度に

は受入件数が５万4,000件で、受入額は81億4,000万円であったものが、令和元年度には受入件数が

2,333万6,000件で、受入額は4,875億4,000万円と増加し、受入額ベースで比較すると約60倍の伸び

となり、地方自治体にとっては、自主財源を確保するため、重要な制度となっております。 

 そこで、ふるさと納税推進に取り組む具体的な方策についてのお尋ねでありますが、本村では平

成29年10月２日から、ポータルサイト「さとふる」を活用し、返礼品を伴うふるさと納税への取組

を開始しております。 

 取組初年度に当たる平成29年度の寄附実績を見ますと、延べ1,081人の方から1,572万円の御寄附

を頂戴し、前年の９人、147万円と比較すると、人数では1,072人、金額では1,425万円の増加とな

っております。その後、平成30年度には、延べ1,848人で2,204万円、令和元年度では、延べ1,933

人、2,481万3,000円の御寄附を頂戴し、寄附金額は年々増加傾向にあります。 

 また、ふるさと納税の返礼品につきましては、本村の特産品であるりんごやぶどうといった農産

物を始め、りんごジュースやワイン、シードルなどの加工品などが中心になっておりますが、今後、

ふるさと納税をさらに充実させていくためには、返礼品の品数を増やし、御寄附を頂く皆様に、多

様な選択肢を示すことが大変重要なことであると考えております。 

 そこで、りんご、ぶどう以外の農産物や村内旅館等の宿泊・食事で利用できる割引券や、おやき、

お菓子の詰め合わせ、工芸品などを返礼品として提供できるよう、生産者団体や観光協会などを通

じて、ふるさと納税への協力を呼びかけるとともに、現在、返礼品として提供しているりんごやぶ

どうなどの農産物につきましても、御寄附に対応できる数量に限りがあることなどから、村内農家

の皆様に１つでも多くの品物を提供していただけるよう、お願いしてまいりたいと考えております。 

 また、村では、特産品開発事業補助金などにより、新たな商品開発への支援を実施しております

が、こういった制度を活用していただき、開発された商品を返礼品の対象品目とすることで、より

一層村のＰＲにつながるものと考えておりますので、積極的な制度の活用についても周知をしてま

いりたいと考えております。 

 さらに、現時点でのふるさと納税の受付窓口は、「さとふる」１社のみとなっておりますが、去

る８月19日には、株式会社三越伊勢丹が運営するポータルサイトと契約を締結し、返礼品の提供に

ついて準備を進めてきているところであります。 

 このように、返礼品を充実させることに合わせ、今後も複数のサイトを活用し、より多くの皆様

に納税いただける機会を創出することで、一層ふるさと納税の推進につながるものと考えておりま

す。 

 次に、複数の事業への寄附金の活用についてのお尋ねでありますが、村では、山里の原風景を一
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緒に守り育てたいという思いを形にするため、平成20年に高山村ふるさと景観育成寄附金制度を創

設し、景観育成事業に御賛同いただける皆様からの寄附金の募集を開始いたしました。 

 この寄附金は、山里の原風景の保全・育成や森林景観の整備、農村景観の保全・育成や景観育成

に寄与する活動や団体等への支援、山里の原風景や農村景観を保全するための人材育成、この５つ

の事業に活用することとし、受付開始以来、景観をキーワードに寄附の受付を行うことで、寄附者

の皆様とのつながりを大切にしてまいりました。 

 この間、村におきましては、高山村景観条例の制定を始め、ＮＰＯ法人日本で最も美しい村連合

への加盟や志賀高原ユネスコエコパークへの全村登録に加え、平成25年からは山林の地籍調査に着

手し、山林の土地情報を調査することにより、山林資源を見直し、木材の活用や森林の持つ多面的

な機能の発揮を図り、荒廃地などを防ぐための取組など、景観対策に注力してきたところでありま

す。 

 このようなことから、私は、これまで村民の皆様が守り育てた豊かな自然を壊すことなく、次代

につなげていくことが重要であると考えております。したがいまして、基本的には、本村の景観対

策に御賛同いただける寄附者の皆様とのつながりを大切にしていくことが、本村の目指すふるさと

納税の在り方であると考えておりますので、使途を拡大することに関しましては、慎重に対応して

まいりたいと考えております。 

 今後も地方財政は、さらに厳しさが増すものと思われますので、職員のアイデア等を取り入れ、

これまで以上に積極的にふるさと納税を活用し、全庁体制により自主財源の確保に努めるなど、豊

かな村づくりのために邁進してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し

上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再質問をいたします。 

 今、村長から、返礼品の充実を図ると、こんな御答弁がございました。けれども、やっぱり主に

は景観育成の方向性で行くんだと、こういうお話もございました。 

 けれども、私はちょっと意見が違っておりまして、やはり使用目的を幅広くやっていかなければ、

なかなか多くの皆さんから寄附を集めることは難しいんだろうなと、このように思っております。 

 実際には、平成29年の1,572万円から元年度は2,431万円と、だんだんと増えてはきているわけで

ありますが、自主財源の確保という観点から考えますと、非常に丸が１個違うんじゃないかなと、

こんな気がしております。 

 今、高山村は果樹がメインでありますけれども、ポータルサイトを見てみますと、果樹はもう出

荷が終わって、じき消えてしまうのかなと、こんな感じもしております。いろいろ、例えばボルダ



－32－ 

リングの関連企業さんもあるわけでありますし、アイデア次第では、オリジナルな返礼品を創出し

ている市町村もあるわけでありますから、このことは、ふるさと納税の返礼品を通じて、企業の地

域経済発展にもつながるわけでありますので、やはりもうちょっと、もう少し踏み込んだ対策とい

いますか、対策ですね、それが必要なんではないかなという気がしております。 

 それにはやはり、村のあれは、どちらかというと、募集という形でやっておりますね。ではなく

て、こちらから出向いて、おたくではこんなものはできませんかとか、要は、もうちょっと一歩踏

み込んだ、積極的なやはり返礼品の創造といいますか、それが必要なんではないかなと思います。 

 村長も、やはり積極的に取り組むと言われておりますので、ぜひ新しい返礼品を創造していただ

いて、積極的な、もう一歩踏み込んだふるさと納税というものに取り組んでいただきたいと、この

ように思うわけであります。 

 答弁を求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 私は、先ほど申し上げましたように、自然に関連したということを申し上げさせていただきまし

た。今、議員申し上げましたボルダリング等を取ってみましても、それは解釈の仕様によって、自

然との関わりが全くないわけではありません。そういった点で、村の行政運営を考えたときには、

経常経費という考え方にはなかなか、それは回せないだろうと、こういうふうに考えております。 

 そういった意味で、かなり変動があることも予想されますので、あくまでも自然を対象としたも

のにするというふうに考えております。 

 ただ、今議員にいただきましたように、村の産業育成という面から考えますと、そういった意味

も含めて、関連性を考えながら、関係者の皆さんとまた相談を図り、それこそ一歩踏み込んだとい

う格好の、いわゆる切り口を変えるということも必要かと思いますので、基本的には自然を大事に

したいということで考えてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再々質問をいたします。 

 今、村長からは、基本的には切り口を変えてというお話もありました。 

 私は本当に、やっぱり丸が１個違うんじゃないかなと、もう少しふるさと納税に力を入れていた

だいて、自主財源というものを確保していただいて、そして、それをやっぱり村の発展のために使

っていくんだというふうな姿勢が欲しいなという感じがいたします。 
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 この一般質問の原稿を作るときにホームページを見ましたら、実はポータルサイトではなくて、

ちょこんとクリックするんですね。そうしましたら、「さとふる」のホームページがばーんと出て

きまして、あれっ、これじゃホームページ間違っているなと思って、最近見ましたら、また戻って、

村のホームページが出るように、ホームページというか、要は村の部分が出るようになっておりま

したけれども、こんなことも、気の遣い方一つでよくなっていくんだろうというふうに思います。 

 それから、先ほど、三越伊勢丹ですか、ポータルサイトを新たに契約をしたというお話がござい

ました。三越伊勢丹といえば、有名な百貨店なんですけれども、扱い量からいうと、まだまだ本当

に、小さなポータルサイトと言わざるを得ません。ただ、そこに提供するだけの高級な何かがあれ

ば、相当伸びると思いますけれども。 

 私は、そうですね、上から３つくらいのポータルサイトと契約をすれば、やはりお客様の、納税

者の選択肢というのは、もっと飛躍的に伸びるんだろうなと。ただ、それには返礼品が充実してい

なければ、難しい問題ではあるとは思っておりますけれども、やはり１つだけのポータル、または、

今、三越伊勢丹というお話ありましたけれども、ちょっと力の弱いポータルでは、まだまだ足りな

いんじゃないかなと。あと少なくとも２つくらいは、主力ポータルサイトと契約をしていただいて、

そうすれば入りやすくなってくるというふうに思いますので、そんなことを提案したいと思います

が、いかがでしょうか。 

 それと、もう１つ、このポータルサイトというのは、それぞれに特徴があるんですね。このポー

タルサイトはこっちが強いですよとか、いろいろな特徴があるわけでありますから、それを村のほ

うでよく吟味をしていただいて、そんなことを提案したいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問にお答えいたします。 

 平成29年にふるさと納税に取り組んだときの、いわゆる入口ですね、その辺は、その当時に最善

の方策ということで、ホームページを開かせていただいたと、このように考えております。しかし、

実際に運用して、それがいいかどうか、それによってまた変えていくということは、当然必要だろ

うと思われます。 

 そういったことで、今議員のほうから、その辺での切り口を変えたことについては評価をしてい

ただきましたけれども、これからもそのような対応をしていきたいと思います。 

 ポータルサイトの違いなんですが、確かに議員御指摘のとおり、ＡポータルサイトとＢポータル

サイトは、内容が全く、内容といいますか、取扱いする品物が違いますし、また、納税者の対象も

違ってくるわけですね。概要そのものは、私から申し上げなくても、多分、議員御存じだと思いま

すけれども、それによって大きな、こういう差があると思うんですね。 
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 ですから、それに対して対応できるとすれば、当然、返礼品の品数もそろえなければいけません

し、質もそろえなければいけない、こういう問題がありますので、その辺また含めて、やっぱりや

っていかなければいけない、このように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 今後に期待をしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、次の質問…… 

○議 長（松本 茂議員） 

 ７番 酒井康臣議員に申し上げます。時間が、質問されても、答弁のほうがお昼に入り込むおそ

れがありますので、しばらく休憩ということで、よろしくお願いしたいと思います。 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開します。 

 よろしくお願いします。 

午前11時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 それでは、第２問目、高山村の環境問題に対する取組についてを質問いたします。 

 昨年の台風19号は、高山村を始め、近隣の自治体にも大変大きな災害をもたらしました。近年、

繰り返して発生する豪雨により起きる大水害は、日本国民にとって想定外の出来事ではなくなって

きています。 

 昨年末開催されたＣＯＰ25期間中、ＣＡＮインターナショナルが、地球温暖化対策に消極的な国

に与える不名誉な化石賞を日本に授与しました。さらに、スウェーデンのグレタさんの発言は、私

たち大人、今を生きる人々に大変大きな課題を突きつけたのではないでしょうか。 

 高山村では、平成20年に美しい景観を守るための景観条例を制定、22年には日本で最も美しい村

連合へ加盟、28年には首長誓約をして、将来にわたって持続可能な村づくりを率先して推進してい

く決意をしたところであります。そして、その具体策として、現在は、太陽光発電普及のために補

助金を出し、バイオマスストーブ設置には上限10万円の補助金、そして蓄電池にも補助金を設定し、

再生可能エネルギーの推進に努めているところであります。 
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 今年４月からは、第六次総合計画がスタートをいたしました。環境保全、循環型社会の中で、地

球に優しい環境基本条例や同基本計画に沿い、１人１人が環境負荷の少ない生活に取り組んでいく

必要があるとしています。 

 そこで、質問いたします。 

 環境基本計画第５章、首長誓約を実現するためにエネルギーの地産地消、温室効果ガスの大幅削

減、気候変動などへの適応の３つの取組を掲げています。この計画期間は、平成29年度から、平成

でいいますと33年度でありますので、現在は半ばを過ぎ、残りあと１年ほどになります。３つの取

組は現在、具体的にはどうなっているのでしょうか。また、行政以外での民間の取組も、分かる範

囲で示していただきたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 環境問題に対する取組についてお答えいたします。 

 地球温暖化は、全世界が一丸となって取り組み、解決すべき問題であり、2015年にパリで開かれ

た第21回国連気候変動枠組条約締約国会議、いわゆるＣＯＰ21では、2020年からの地球温暖化対策

の国際ルールが定められ、産業革命前からの平均気温上昇を２℃以内に保つこととした上で、でき

る限り1.5℃以内に抑える努力をすることとしております。 

 この目標を達成するためには、今世紀後半で世界の温室効果ガス排出量を正味ゼロにする必要が

あると言われております。このため、国では菅首相が、10月26日に召集されました第203回臨時国

会の所信表明で、2050年に国内の温室効果ガス排出量を実質ゼロにすると宣言されました。 

 また、長野県でも令和元年11月に、県議会定例会における気候非常事態に関する決議を受けて、

阿部知事が気候非常事態を宣言し、2050年に二酸化炭素排出量実質ゼロとすることを決意しており

ます。 

 こうした中、本村におきましては、環境への負荷の少ない持続可能な社会の構築を図り、自然と

人とが共生する地球に優しい環境の保全と創造の実現を目指すことを目的に、平成28年に高山村地

球にやさしい環境基本条例を、翌29年には、本条例に基づき、高山村地球にやさしい環境基本計画

を策定し、村、村民、事業者及び来訪者がそれぞれ主体となって良好な環境を保全及び創造してい

くために、その責務や果たすべき役割を明確化いたしました。 

 また、環境目標の１つであります持続可能な社会が構築される村の理念に沿って、より具体的な

実現に向けて、平成28年には、名古屋大学が提唱する「世界首長誓約／日本」に誓約し、地球温暖

化や気候変動に対処する強靭な村づくりに取り組むこととしています。 

 このため、翌29年には、取組の具体的な方向性を探るため、中学生を含む村内の各種団体の代表

者など50人余りの皆様に御参加いただき、村民ワークショップを２回にわたり開催し、再生可能エ
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ネルギーの活用方法やエネルギーの地産地消など、村での最適な実現方法について様々な意見をい

ただいています。 

 こうした意見を踏まえて、村では平成30年２月に、持続可能な気候・エネルギーアクションプラ

ンを策定したところであります。 

 そこで、まず初めに、首長誓約を実現するための村の具体的な取組についてのお尋ねであります

が、首長誓約では、首長の主導により、エネルギーの地産地消や温室効果ガスの大幅削減、気候変

動などへの適応の３つの取組を一体的に推進し、地球創生と地球貢献の実現を目指すとしています。 

 この３つの目標を推進するために、村では、平成30年に策定した持続可能な気候・エネルギーア

クションプランに基づき、村民の皆さんを対象に、名古屋大学の持続的共発展教育研究センターか

らコーディネーターを迎えて、平成30年度は３回にわたり、エネルギーの地産地消に関する勉強会

を開催いたしました。 

 この勉強会では、自然エネルギーを活用して地域再生を実現した具体的な事例について、ＤＶＤ

を使った講演会方式により学習を深めていただくとともに、３回目の勉強会では、ワークショップ

形式により、参加者１人１人が持続可能な村づくりのために、今村民として何ができるかなどを考

え、それぞれの御意見をいただきました。こうした勉強会を通して参加された皆さんからは、村の

森林を有効活用した木質バイオマスエネルギーの可能性を検討していく必要があるなどといった意

見もいただいております。 

 このため、令和元年度には、勉強会のコーディネーターである同研究センターに委託して、村内

の森林とその活用の把握、さらには、村内の森林資源を活用して、木質バイオマスエネルギーとし

て村内温泉施設等で使用されている灯油を置き換えることができるかどうかなどを調査した結果、

村内における林業は森林組合などによって計画立案と業務が積極的に行われていることから、村内

の温泉施設の灯油使用料に匹敵する熱エネルギーを村内人工林の伐採木によって、おおむね供給す

ることができる旨の報告がされております。 

 これにより、村では、改めて本村における木質バイオマスエネルギー活用の必要性と可能性を認

識するとともに、今後、費用対効果も含めて、どのように活用していくかなど検討してまいりたい

と考えております。 

 次に、民間の取組についてのお尋ねでありますが、現在、再生可能エネルギーの活用方法の１つ

として、村内の河川を利用した小水力発電や地域の木材を活用したバイオマス発電について、複数

の事業者から御相談をいただいておりますが、今のところ具体化しているものはございません。 

 しかしながら、近年、記録的な豪雨や35度を超す高温など、これまでに経験したことのないよう

な異常気象が頻発化し、ひいては大規模な自然災害につながっていることなどから、これらは地球

温暖化がその要因の１つとも言われております。こうした地球的課題を解決していくためには、地

域での取組が必要であり、１人１人が今できることから始めていただくことが重要であると考えて
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おります。 

 このため、村では再生可能エネルギーを推進するため、村民の皆さんを対象に住宅用太陽光発電

設備に対する設置補助を始め、本年度からは、住宅用蓄電池設備の設置費用についても助成を行っ

ております。また、豊富な森林資源を活用した薪ストーブなどの促進を図り、設置費用を補助し、

現在、21世帯の皆さんが利用されています。 

 一方、公共施設では、平成22年度に高山小中学校にそれぞれ太陽光発電設備を整備し、令和元年

度には、環境省の国庫補助事業を導入して、役場庁舎に太陽光発電設備と蓄電池設備を同時に整備

させていただき、災害時における再生可能エネルギーを活用した非常用電源の確保と平時の温室効

果ガス排出の抑制に努めているところであります。 

 今後とも、高山村地球にやさしい環境基本条例の基本理念に沿って、環境への負荷低減を図ると

ともに、環境に配慮した持続可能な社会の実現に向けて努力してまいりたいと考えております。 

 あわせて、長野県が掲げる気候非常事態宣言－2050ゼロカーボンへの決意－に賛同するとともに、

県と連携して、省エネルギー対策や再生可能エネルギーの普及拡大に努めてまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再質問をいたします。 

 先ほど村長の答弁にもありましたとおり、菅首相は2050年までに温暖化ガス排出量を実質ゼロに

するという目標を示し、今月の19日には衆議院で、気候非常事態宣言を与野党が足並みをそろえて

決議をしたところであります。 

 また、長野県の本年度予算、本年度もじき終わりそうになりますけれども、ＣＯ２排出に向け、

本腰を入れた予算になりました。さらには、昨年12月には、これも先ほど答弁にありましたが、気

候非常事態宣言を出したところであります。 

 ゼロカーボンの実現には、住民、そして企業等々、幅広い協力が欠かせません。県でも、県民運

動として意識を高められるかが鍵になると、このように述べられております。 

 今、私たち個人にできることというのは、テレビの待ち受けモードをやめる、エアコンの設定温

度を１度下げる、車を買い替えるときは燃費のよい車にする、最近では電気自動車の時代に移って

きておりますが、このように様々なことが考えられます。ですが、このように意識を本当に変えて

いくということは、お金の問題もあるでしょうし、大変難しいことではないかなと思います。 

 先ほど村長は、今できることから始める、このような御答弁がありました。どのような意識改革

といいますかね、村民に対する意識改革、どのようなものがあったのか。そして、住民意識が本当

に醸成してくれば、再生エネルギー活用にも理解が深まって、もっともっと進んでいくと、このよ
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うに思いますが、要は意識改革という点で、行政としてはどのような御努力をされたのか、答弁を

求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 それでは、再質問にお答えしたいと思います。 

 まず、１つ目には、今できることと、このように御指摘を受けました。今、議員のほうから、そ

れぞれの、いわゆるエネルギーとかいろいろに対して、村民の皆さんができるということは、小さ

なことからでも始める必要があると、このように指摘をされました。まさにそのとおりであります

が、なかなかそれができないというのが普通だろうというふうに思われます。 

 といいますのは、今の時期ですと当然寒い、ですから、いわゆる温度を上げるとか、そういうふ

うなこともある。それを抑えるとか、そういうふうなことも、地道な努力だろうというふうに思わ

れますが、１つには、村として取り組んでおりますのは、名古屋大学の首長誓約におけますエネル

ギーアクションプランとして、勉強会を先ほど３回実施したと申し上げましたが、これによって村

民の意識を少しでも変えていく、こういうことが、やっぱり一つ一つ実を結んでいくだろうなとい

うふうに思っております。 

 そして、先ほども御指摘されました、いわゆる薪ストーブの普及、あるいは太陽光発電の設置の

拡充と、こういうふうな努力も必要だし、村としても、この辺は広くＰＲしていく必要はあるだろ

うと思われます。 

 そして、小さなことではありますけれども、薪ストーブには原料が必要です。２年ほど前からチ

ェーンソーの取扱い講習会を行っております。これも地道な格好で、そういう燃料を確保する、そ

ういうことをそれぞれの家庭で確保し、そしてストーブを拡充させていくと、こういうことも努力

の１つになるだろうと思われます。 

 そういった意味も含めて、小さなことを一つ一つ広めていくと、重ねていくと、こういうことが

必要かと思いますので、またいろいろ御協力をお願いしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再々質問をいたします。 

 先ほどの村長の答弁の中でもありました、名古屋大学の、共に発展すると書いて、何と読むかち

ょっと分かりませんが、教育研究センターによる木質バイオマスを活用した持続可能な村づくりの

報告では、具体的なシナリオとして、蕨温泉に電気と温水を供給することを想定した結果、民間事

業として成り立つことが判明したと、このように書かれておりました。 
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 村内でも、間伐材を有効活用したバイオマス発電の計画があるわけでありますけれども、なかな

か前に進んでいません。前に進めるためには、やはり行政のバックアップというのが必須要件にな

るわけであります。 

 この検討を、私は前に進めるべきだと、このように思っておりますが、村長のお考えを御答弁い

ただきたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 それでは、再々質問にお答えいたします。 

 最初、名古屋大学と、私もよく内容は分かりませんけれども、共発展教育研究センターというネ

ーミングなんですね。それはそれとして、今、２つ御指摘をいただいたと思います。 

 １つには、いわゆる森林を使って何かをできないか、木材を使って何かできないかということだ

と思いますが、これについては、私も議員と一緒にいたときに、１つ、浅川ですかね、あそこへ研

修したのを今思い出しました。あのときの発電量が住宅2,000戸分を賄うと、このように説明をい

ただいたというのを記憶しております。といいますと、住宅2,000戸というと高山村が2,400戸です

ので、それをほぼ賄うという設定になるかというふうに思われます。 

 そういったことで、先ほど議員のほうから、民間でそういう動きがあるものについて、バックア

ップしろ、あるいは共に研究してくれと、こういう御指摘だと思いますが、その辺で、私もその御

指摘を受けておりますし、前へ進まないということに対しては、若干のおわびをしなければいけな

いと思いますけれども、具体的にその辺をしっかりと練っていく、こういうことが必要だろうと思

いますので、また御協力のほうをお願いしたいと、このように思っております。 

 そして、あと２つ目は、いわゆる村の温泉施設への利用について、蕨温泉の熱源について検討を

した段階がありますが、その時点においては、ちょうど期間的な問題もありまして、設計の段階で

はそれが過ぎていたということもありますので、検討したことは検討しましたけれども、実施に付

せられなかったというのが実情でございます。そのときには、当然、費用対効果もありますし、ま

だまだ、設置するには経費的な問題もありますので、その辺は検討していく必要があると思います。 

 長い間のスパンで考えますと、いわゆる化石燃料を使わないで済むということは、非常に効果が

あると思いますので、これらもそういった点においては、しっかりと検討してまいりたいと、この

ように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 今、浅川の発電所の件のお話がありましたけれども、あれは本当に規模が大き過ぎて、当村には
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あまり無理かなという気はいたしますが、小規模なものから始めていくのがやはり必要なんだなと

いうふうに思います。 

 村長、検討を進めていくという御答弁がありましたので、そこに期待をいたしまして、質問を終

わらせていただきます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で酒井康臣議員の質問を終わります。 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 それでは、通告に従いまして、質問いたします。 

 初めに、第２期内山村政について質問します。 

 内山村長の第２期目が始まりました。第２期の初日である11月16日の訓示で、現場主義の下に豊

かな高山村と村民の幸せを振り返られたと須坂新聞が伝えております。 

 そこで、村長の言われる現場主義について、２点から見ていきたいと思います。 

 第１に、山田牧場の足湯等の新施設建設についてであります。 

 今回の選挙公報では、安定と成長、みんなが生き生きし、わくわくするもっと躍動的な高山村へ

として、５点挙げられているうちの１つに、もっとにぎわう山田牧場に第１号となるにぎわいの場

構想をスタートさせたと記載されています。 

 この山田牧場へのにぎわいの場構想における建物の建設ですが、今年の夏頃、村民からの新聞投

書により、多くの村民にこの時点で、この時点というのは夏の投書された時点でありますが、よう

やく事業のあらましが告知されたのではないかと思っております。それはその後の反響に表れ、村

民の中で賛否が話題になりました。 

 ところで、今年は新型コロナ感染症の蔓延により、村内では公的な会議や集会だけでなく、私的

な集まりも制約を受けてきました。私は８月初めに、今年はブロック懇談会が中止となったので、

できるだけ早期に、にぎわいの場構想の説明の機会を設けてほしい旨を申し入れましたが、実現に

は至っておりません。 

 本村では、１億円を超える建設事業は、毎年そんなにたくさんはありません。まして、村内に賛

否の声が上っている事業ですので、それこそ現場主義に徹して、村民には詳しく説明し、併せて村

民の声を聞く機会を設けるべきだと考えますが、いかがでしょうか。 

 まして、現在の状況では、本事業については様々な課題が発生していますし、さらに、本12月議

会では、本年度当初予算で承認されているにもかかわらず、年度内には建設工事に着手することを

断念されたという問題にもなっております。私は、早期に３密を避けることのできる会場を用意さ

れ、説明の機会を設定されることを求めます。 

 第２に、これも本年夏、笠岳のトイレについて、氏名を明らかにされた投書がありました。私も
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読ませていただきました。その方に、役場からの声かけはあったかとお聞きしますと、なかったと

お答えされました。 

 学校の登山者や売店の利用者には、無料でトイレをお貸しされているとのことであります。当然、

年に何回かはくみ取りがありますので、僅かな売店の売上げでは大きな負担になるとおっしゃって

います。村からの補助なり支援策はあったのかとお聞きしますと、ないとのお答えでありました。

この方は、炊事とトイレ用も含め、毎日200リットルの水を運んでいらっしゃるようです。 

 笠岳登山者に休憩の場所を提供しよう、清潔に山を守ろうと決意された民間人の好意に任せっ放

しでよいのでしょうか。高山村の貴重な観光資源の守り手として、ボランティア精神で当たってこ

られた一民間人の、細々と商売をされている人の優しい気持ちに頼らなければ村の観光資源が生か

されないとは、大変もったいなく、残念な気持ちです。 

 私は、ここでも現場主義に徹して、村長自ら村民の声を聞くということが大切なことではないか

と考えます。 

 そこで、質問いたします。 

 上記の２点のように、村民からの疑問や提案についてできるだけ早期に、それこそ現場主義に徹

して、村長自ら直接村民の声を聞いていただくことを期待したいと思います。村長室は開いている

よでは、やや寂しいのではないかと考えます。 

 村長の現場主義について、内山村政第２期目の初めとして、これからの決意を伺います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 私の２期目の村政運営についてお答えいたします。 

 議員御提言のにぎわいの場構想につきましては、このたびの村長選挙において、私の公約の１つ

に掲げさせていただきました。そのとおり、高山村の強みであります豊かな自然を基本とする観光

資源とともに、その豊かな自然を生かした高山村固有の産業や歴史・文化等の資源を十分活用し、

村内外から訪れるお客様の心と体を癒やすことのできる拠点を村内に整備することにより、地域に

おける産業の振興や住民福祉の向上とともに、さらなる地域の活性化を図ることを目的としており

ます。 

 中でも、山田牧場につきましては、１つ目に、畜産農家の高齢化等による廃業や規模縮小に伴い、

飼育頭数の大幅な減少などから年々放牧頭数が減っていることと、２つ目として、近年の国内にお

けるスキー人口の減少に加え、昨シーズンのように暖冬で雪が少なかったこと等による利用者の減

少、そして、３つ目には、奥山田温泉において宿泊業者の廃業などにより、私だけでなく、本村の

宝として捉えている山田牧場全体の存続自体が大変危惧されているところであります。 

 こうした中で、この山田牧場から見る善光寺平の夜景や、年間を通しての北アルプスの眺望は大
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変すばらしく、晴れた夜の星空はどこにも負けないものがあり、先ほども言いましたように、まさ

に山田牧場は村の宝であると思っておりますので、ぜひとも山田牧場ににぎわいを取り戻すことを

最優先課題の１つとして取り組んでいるところであります。 

 そこで、まず初めに、にぎわいの場構想や山田牧場にぎわいの場整備事業について、村民の皆さ

んへ説明する機会を設けるべきではないかとの御質問でありますが、議員御提言のとおり、私とい

たしましても、にぎわいの場構想を始め、村の現状や私の思いを村民の皆さんと共有させていただ

くためにも、御意見等を伺いたいと考えておりますが、今年は新型コロナウイルス感染症防止の観

点から、村民の皆さんの命を守るために、例年開催しておりますブロック行政懇談会等を自粛せざ

るを得ないなど、人が集まることに対して大変困難な状況が続いております。 

 このため、村では、村民の皆さんの声をお聞きするために、村のホームページや広報たかやま６

月号と９月号にそれぞれ、「きらめきポスト」の用紙を同封させていただき、これまでに様々な御

意見などが寄せられており、中には山田牧場にぎわいの場整備事業についての御提言等も含まれて

おります。 

 特に、本事業につきましては、事業内容等の説明を求めてこられる方もおられましたので、「気

軽に村長室」を通じて、私から直接御説明を申し上げるとともに、意見交換をさせていただいた方

もおられます。 

 そのほか、村内の団体や地域の皆さんから、にぎわいの場構想や整備事業について説明を聞きた

いとの御要望をいただいた際などは、担当の職員が伺って直接説明させていただくなど、３密を避

けながら、限られた時間ではありますが、工夫して丁寧な説明に心がけているところであります。 

 そのような中で、依然、新型コロナウイルスが猛威を振るい、いまだ終息が見通せない中、現時

点において、集会形式で説明会を開催することは、リスクが伴い、難しい状況にありますことから、

大変御不便をおかけしますが、引き続き、「気軽に村長室」や「きらめきポスト」を御利用いただ

くとともに、村民の皆さんに御理解いただけるような周知方法などについて検討してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、笠岳峠の茶屋に関する御質問でありますが、山ノ内町との郡境にある標高1,920ｍに位置

する笠岳登山道入口にあります笠岳峠の茶屋は、昭和38年の営業開始以来、登山客や山田牧場と志

賀高原を往来する観光客の皆さんなどに長年親しまれ、多くの皆さんに利用されてまいりました。 

 この間、開設当時の経営者から平成20年８月に現在の経営者が譲り受け、営業を継続されてこら

れましたが、昨年の台風第19号の影響によりまして笠岳登山口手前の県道が崩落し、通行止めとな

ってしまい、休業を余儀なくされ、大変残念ではありますが、今年に入りまして飲食店としての営

業を終了されてしまいました。 

 経営者の方におかれましては、10年以上にわたる営業の傍ら、登山道の草刈りなどの環境整備の

ほか、議員お話しのとおり、学校登山で訪れる子どもたちや観光客の皆さんにトイレを貸していた
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だくなど、笠岳周辺の環境衛生の向上に多大な御貢献をいただきましたことに、改めて敬意と感謝

を申し上げる次第であります。 

 村といたしましては、近年における登山客や観光客の皆さんの減少とともに、峠の茶屋の利用客

も減り、茶屋の維持管理に苦慮されているとのお話をお聞きしましたので、登山客や観光客の皆さ

んのためにも施設を存続していただけるよう、前年度から村が峠の茶屋のトイレのくみ取り費用を

負担させていただいておりますほか、経営者の方からは、峠の茶屋のトイレ以外にも、登山道や周

辺整備の在り方等について、担当職員が直接伺ってお聞きし、その内容を私も共有させていただい

ているところであります。 

 これまで経営されてこられた方におかれましては、飲食店としての笠岳峠の茶屋の営業を一旦終

了されたと伺っておりますが、今後は、異なる形での営業の再開に向けて検討されているとお聞き

をしております。 

 現在、コロナ禍の影響もあり、大変厳しい状況下ではありますが、今後とも経営者の方を始め、

山田牧場や関係される皆さんのお話をお聞きしながら、笠岳周辺のトイレの在り方などについて検

討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、山田牧場にぎわいの場の施設に係る年間運営収支計画についてのお尋ねでありますが、今

定例会に議案として補正予算案を提出させていただきましたが、これまでの間、地元の皆さんとの

協議などに不測の日数を要したため、本年度の施設整備工事請負費を減額させていただくこととい

たしました。 

 したがいまして、具体的な運営方法につきましては、現在検討中であり、年間収支計画は、現時

点においてお示しすることができませんので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ただいまの答弁によりまして、こういうコロナとの関係で、今、なかなか会議というか、説明会

も難しいという話だったというふうに思います。ところが、そうはいっても、ある意味では、１億

円という数字の計画ということになりますし、まして、今おっしゃられたように、本議会で予算の

変更をされているというのが牧場の施設の問題ですので、ぜひ広い会場などをそれこそ用意してい

ただいて、日数についても複数の日数を用意していただきながら、ぜひ前向きに検討していただき

たいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問、そのような機会を設けていただきたいと、こういうお話でございますが、その方向で検
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討する必要はあると思いますけれども、今朝ほども申し上げましたように、昨日、村内での感染者

の報告が県からありました。今、村として一番なすべきことは何か、優先課題は何かといいますと、

村民の皆様に対して、感染させない、感染しない、そして、感染された場合には、村民の皆様に誹

謗中傷をしないようにお願いする、これが一番大事なことだというふうに思っております。 

 ですから、原点に立ち返って、３密を避け、そして、手洗い、マスクの着用等、あとは軽く距離

を持つと、この辺を再度、村民の皆様にお願いし、徹底していただく。このことを優先課題として

まいりたいと思いますので、今、議員のほうからありましたことについては、状況を見ながら、ま

た検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再々質問になります。 

 先ほど、にぎわいの場構想の新施設についての年間の運営の予算といいますか、計画の話があり

ました。それで、その中で、それは現在、改めてこういう、本議会でも変更の議案もあるというよ

うな中で、具体的には言えないといいますか、変わるということもありまして、ここでお話しでき

ないというふうな答弁だったというふうに思います。 

 そうしますと、来年度、一応、今議会では、予算上の工事を断念という話はあるわけですが、そ

うはいっても、施設そのものの運営についての計画そのものは生きてくるんだというふうに思うん

ですよ。そうすると、そういう予算といいますか、計画もなくて、まだ、ある意味では計画を延ば

されるのかということは、どんなもんかというふうに私としては思うんですが、そうすると、いつ

そういう、ある程度の計画をつくられるのかということをお伺いしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 今の再々質問については、いわゆる最初にお示ししたものの先送りという、でも、そうはいって

も示すことはできないのかと、こういうことだったと思いますが、もう１回来年度に検討するとい

うことで、内容等も、最初お示ししたものを含めて再検討していくということになりますので、御

了解をお願いしたいと思います。 

 そして、先ほど議員のほうから、現場主義というお話がありましたけれども、現場主義というの

は何かというと、地元の皆さんが一番知っているわけで、地元の皆さんの要望がある、そういった

ものは現場主義というのであって、我々が横から見るよりも、地元の皆さんの強い要望、これが本

当の現場主義と、こういうふうに思いますので、それを最優先にしたいというのが私の現場主義の

考えでありますので、よろしくお願いいたします。 



－45－ 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ちょっと最初の本質問については、現場主義を呈していただいて、村民の皆さんの声は、村長も

よく、できるだけ早く受け取っていただくというようなことで、期待したいということでの質問で

したので、牧場における新施設の建物そのものについての説明を、なかなかしっかりするという機

会ではなかったということだけ、ちょっと発言しておきたいというふうに思います。 

 ぜひ、これからも村長には、現場主義ということで、村民の皆さんの声は、できるだけしっかり

村政運営に取り上げていただきたいというお願いはさせていただきたいと思います。 

 以上で、第１回、最初のほうの質問は、これで以上にしたいというふうに思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 先ほども村長からの答弁の中でありましたが、笠岳にトイレの設置を求めるということについて

質問したいと思います。 

 先ほども村長も答弁されましたけれども、笠岳の麓、入口のところに以前から、一民間の方の商

売といいますか、売店をされている方がいらっしゃいました。その方が、それは先ほどの答弁であ

りましたように、昭和38年から、今の方の前任の方だというふうに思いますが、売店を造られて、

それで、おトイレなどを貸していただいていたということがありました。 

 ただ、笠岳については、山田牧場から約５キロぐらい先にありまして、ここは信州百名山や日本

百名山というふうにも選定されている、立派な、周囲からは人気のある山であります。以前から学

校の登山学習にも活用されてきました。 

 ところが、笠岳周辺にはトイレがなく、先ほどの以前から商売をされている方の厚意によって、

お客様に利用させていただいたということだと思います。ただ、こういうことで、特に登山されて

いる皆さんの中に、中には男性の方で、不届き者といいますか、その辺でという方もいらっしゃる

というふうに、私としては思わざるを得ないというふうにも思いますし、女性の皆さんには大変だ

っただろうというふうに思います。ただ、山田牧場は国立公園ですので、自然保護には十分注意し

なければならないものだというふうに思います。 

 今現在の売店の方、僅かな売上げの中で、くみ取りの費用を捻出するというのも、なかなか大変

だという話を聞いております。村からの補助もあったかというような話も聞きましたけれども、先

ほどの村長の答弁においては、補助もしているという話でしたが、そのあたり幾らか、御本人とは

違いがあるのかなというふうに思っております。この方は、炊事とおトイレも含めて、毎日200リ

ットルの水も運んでいらっしゃるということで、笠岳登山者に休憩の場所を提供しようと、清潔に

山を守ろうというボランティア精神でやってこられたというふうに聞いております。 

 ただ、このボランティア精神、一民間人のボランティア精神だけで今後もずっとやっていけるの



－46－ 

かというのが、大きな課題だろうというふうに思います。それこそ、いつまでそんなことをしてい

るのというのが実態ではないかと思いますので、私としては、ぜひできるだけ早い段階で、村営の

トイレを設置していただくということを要望したいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 笠岳付近への村営トイレの設置についてお答えします。 

 前段の御質問に対する村長の答弁と重複するところもあるかと思いますが、よろしくお願いいた

します。 

 本村の観光資源であります笠岳は、本村と山ノ内町との境に位置する標高2,076ｍもの、誰もが

気軽に登山のできる山として、多くの皆さんに親しまれております。この笠岳の麓には、主要地方

道豊野南志賀公園線が通っており、山ノ内町との郡境に当たる標高1,920ｍ付近に議員お話の民間

の方が経営される店舗がございます。 

 この店舗には、登山客を始め、本村から山ノ内町へ、また、山ノ内町から本村を往来する車両の

ほか、５月には自転車のヒルクライムチャレンジや６月にはタケノコ採り、７月から８月にかけて

は夏の避暑、そして秋には紅葉狩りなどで、多くの皆さんがにぎわう場所であります。 

 そこで、笠岳登山者用の村営トイレの設置についてのお尋ねでありますが、先ほども申し上げま

したように、店舗のある周辺には、登山者のほか、多くの車両等が行き交う場所でもあり、ちょう

ど眺望も開けておりますことから、観光客などの皆さんが一時的に休憩場所として利用されており

ます。 

 そのような中で、登山道入口付近の店舗を経営されている方は、お店を経営しながら、登山客の

皆さんへのサービスの一環として、店舗を利用された方には店舗のトイレを無償で貸し出しており、

トイレのみを利用される方からは、僅かではありますが、利用料を頂いているとお聞きしておりま

す。 

 しかしながら、この付近には、先ほど議員が説明されましたとおり、水がなく、くみ取り式のト

イレでありますことから、経営されている方は、自宅から水やトイレットペーパー等を持ち込んで

維持管理をされていたということで、大変な御苦労をされたともお聞きしております。 

 そこで、議員御提案の村営のトイレの整備についてでありますが、この店舗のある周辺は山岳地

帯で、水や電気が通っていないことなどから、合併浄化槽などを備えたトイレの設置は大変難しい

ものがあると考えております。このため、山岳地帯におけるトイレの整備の在り方につきましては、

維持管理方法など技術的な課題や村の財政状況等も踏まえ、総合的に検討していかなければならな

いものと考えております。 

 しかしながら、現在、山田牧場の存続が大変厳しい状況の中で、牧場やその周辺も含め、この地
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域が一体となって、観光地として活性化を図っていかなければなりませんので、村営トイレの整備

につきましては、店舗の経営者や牧場関係の皆さんなどと十分協議をしてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 先ほど、通告にあった質問もあるので、それもお答えさせていただきます。 

 バイオトイレの設置についてもありましたので、ちょっとこちらもお答えさせていただきますが、

よろしいでしょうか。 

 バイオトイレにつきましては、微生物の力で排せつ物を分解するため、水を使わず臭わないトイ

レとして、登山道や山小屋等で利用されているとお聞きしております。このトイレの特徴としまし

ては、おがくずやチップなどを利用して排せつ物を処理するため、排せつ物が二酸化炭素と水に分

解され、排せつ物を処理した後のおがくずやチップは堆肥として使用できることから、環境に優し

いトイレとして注目されております。 

 また、バイオトイレのメリットにつきましては、ただいま申し上げました以外に、水のない環境

で使用できることやくみ取り作業が不要なこと、さらに、臭いが気にならない点などが挙げられて

います。 

 一方、デメリットとしましては、排せつ物を分解するためには処理能力に限界があり、排せつ物

の量が増えて、処理能力以上の範囲を超えると分解処理できないことや、年に数回程度、おがくず

等の交換が必要になること、さらには、設置や維持管理の経費が高額になることや、設備を動かす

ために電源が必要となることが挙げられます。 

 このため、店舗のある付近では電気の送電線等がなく、何らかの発電対策が必要となってくるこ

とや、バイオトイレを設置する場合には、処理能力に限界があることなどから、ある程度利用人数

を把握した上で、利用人数に応じたトイレ数の確保が必要になってくるものと思われます。 

 また、排せつ物を分解する微生物が活発に活動する条件の１つとして、一定の温度が保たれてい

なければならないこととされており、現在、山田牧場から志賀公園へ通ずる県道は、毎年11月から

翌年５月までの間、積雪のため県道が閉鎖されておりますので、標高が高く気温が低い、年間を通

じて維持管理のできない場所でのバイオマストイレの設置は大変難しいことが想定されます。この

ため、バイオトイレは環境に優しいトイレではありますが、設置するには課題も多いことから、一

つ一つ課題をクリアしていかなければならないものと考えております。 

 したがいまして、バイオマストイレの整備につきましては、環境省の上信越高原国立公園管理事

務所の皆さんとも相談させていただくとともに、先進地等の事例を参考にして研究してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 
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 ただいまの答弁で、バイオマストイレの話もありました。バイオマストイレも、今の答弁にあり

ましたように、なかなかそう簡単にはいかないというふうに私も思っております。ただ、やはり自

然に優しくできるということと、もう１つは、簡易的なものと違いまして、移動式のくみ取りとか

ならば簡単にいけるかもしれませんが、どちらにしましても手数はかかってくるわけですし、特に

バイオトイレは電気がないとできないということで、それこそ笠岳のあそこに造れるのかというの

が大きな課題だというふうに思います。 

 ただ、どんな施設を造るにしましても、それこそお金はかかるというものだというふうに思いま

すし、特に、もう１つは、バイオトイレをもし造るということになれば、この地域の山には、あま

り設置されていないというのが実態ではないかというふうに思うんですね。そうすると、女性であ

っても、例えば学校の登山であっても、笠岳の登山の登山学習には、大変、安心に行けるよという

宣伝はできるのではないかというふうに私としては思います。 

 そうすると、同じ観光地としての宣伝をするにしても、それこそ牧場の一環としても結構ですが、

いろんな、どこにでもあるものではないよみたいなことで、観光客の増加ということに、私として

は、かなり応えられるのではないかというふうにも思います。 

 当然、それこそ何もしなくてというわけにはいきませんが、管理人さんもお一人ぐらいで、１年

ではなくて、実質、笠岳の辺りですと、１年の半年が利用できるかというふうに思いますけれども、

このバイオトイレは１台数万円で、季節限定の設置ということも業者はやるようですので、ぜひそ

のあたり、改めて様々な観点から検討していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 ただいまの御質問に関しましてお答えさせていただきます。 

 先ほどもございましたとおり、村営トイレといいますか、公衆トイレのことだと思うんですが、

その形態の中で、先ほどお話ししたとおり、バイオトイレは大変、臭いも出ませんし、くみ取りも

要らないと、水のない場所でできるという利点はあるんですが、ただ欠点のほうもかなりあるとい

う中で、先ほど申し上げましたとおり、上信越高原国立公園の管理事務所にも御相談させていただ

いたところ、全国の登山道のところにも、既に設置してある場所もあるということを聞いておりま

す。ただ、成功した事例もあれば、失敗した事例もあるというふうにお伺いしておりますので、そ

ういった事例を十分に参考にさせていただきながら、今の場所でバイオトイレが設置できるかどう

かも含めて、検討させていただきたいと思っております。 

 さらに、付け加えさせていただければ、先ほど村長からの答弁もありましたとおり、やはりこの

一帯、山田牧場とつながっていて、観光客の重要な、いい位置だと思っております。そんな中で、

やはり含めた中で、この地域が一層利用できるように、観光客の皆さんに愛される場所になるよう
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に十分検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ただいまのバイオトイレもそうですが、そうはいっても、それこそ、これからのことで、一民間

人の方に今までどおり、ある意味では、おんぶにだっこでお願いしているだけでいいのかというの

が一番の問題だというふうに思うんですよ。そうすると、それこそ、ここ何年といいますか、ある

程度の時間の中で、今後どのようにしていかれるかということだけは、お聞きしなければならない

というふうに思うんですよ。 

 ですので、今後の計画についてのみ、御答弁をお願いします。トイレの関係です。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 今の御質問について、先ほども言いましたとおり、トイレの設置に関しましては、村も一体とな

って、要は店舗の方であったり、牧場の関係者の皆さんと十分協議させていただきながら、技術的

な課題、それから経費の問題も含めた中で、総合的に検討させていただいていくということで、御

了解をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ぜひ、現在の業者の方も含めて、牧場の観光協会の皆さんも含めてになるかと思いますが、ぜひ

御協議、前向きな方向になるようにお願いしたいと思います。 

 改めて、それで、笠岳のこの道路についてです。売店のある前の道路は、国道292号線、山ノ内

側の道路になるわけですが、この交通量ともかなり関係しているようですので、ぜひ、山ノ内町と

の協議もある程度必要なのかというふうに思いますので、大変ではありますけれども、この道路と

牧場地域の観光のためにぜひ御尽力お願いしたいということで、私の質問を終わりにしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。換気、消毒等のための休憩です。 

 会議は午後２時20分から再開します。 

午後２時07分  休 憩 
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──────────────────────────────────── 

午後２時21分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────３番 柴田弘男議員。 

○３番（柴田弘男議員） 

 内山村長には、２期目当選おめでとうございました。体に気をつけていただいて、村民のため、

頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、通告に従い質問いたします。 

 私は、指定文化財について、２点ほど質問いたします。 

 村には、たくさん指定されている文化財があります。県の指定文化財には、福島正則屋敷跡や六

地蔵石幢の２件、村の指定文化財では、浄教寺十六羅漢の欄間から、昨年平成31年３月22日に指定

されました小林一茶久保田家宛書簡「廿二日御書拝見」までの37件が指定されていますが、私の思

っている山城跡は１件も指定されていません。 

 高山村には幾つもの城跡があります。水中区では大岩城、雨引城、月生城や、またほかの地区、

駒場区の滝ノ入城、桝形区の桝形城があります。今回は、水中区の月生城と桝形区の桝形城を認定

していただいたらどうかと思います。 

 月生城は、戦国時代の武田信玄と上杉謙信で有名な川中島の合戦にちなんだ伝承が残る城、城跡

は、西側には堀切や石垣などが残る、東には灰野峠があり謙信道があります。また、山田地区桝形

区の桝形城、村史によれば応永年間1394年から1427年、山田氏の領有した城であります。これが今、

木々が大きくなっているので、登山道や城跡の整備などをしておかないと、時代が過ぎることから、

皆様から忘れられてしまいます。城跡は、この２件を指定したらどうかと考えます。 

 ２点目、桜の文化財の認定についてです。 

 春の大イベントとなった桜まつり、昨年で第20回を数えました。巨木で、毎年見事な花を咲かせ

る五大桜と言われているものが、坪井のしだれ桜が樹齢600年、水中のしだれ桜が樹齢270年、黒部

のエドヒガン桜が樹齢500年、赤和観音が樹齢200年、中塩が樹齢150年と、村では大々的に観光の

目玉としています。 

 平成13年３月30日に指定天然記念物と指定されているのが、水中のしだれ桜、黒部のエドヒガン

桜、坪井のしだれ桜の３件です。五大桜と観光案内しているのに、赤和と中塩が指定されていませ

ん。ほかの樹木では景観樹木とされていますが、村の指定天然記念物にしてはどうかと考えますが、

答弁お願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────涌井教育次長。 
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○教育次長（涌井重幸） 

 高山村の指定文化財の認定についてお答えいたします。 

 高山村には多くの文化財が存在しており、いずれも先人の思いや努力、さらには風土や歴史をう

かがい知ることのできる貴重な財産であります。こうした貴重な財産を後世に受け継いでいくため

に、村では高山村文化財保護条例を制定し、村の区域内に存するもののうち、この村にとって重要

なものについて、その保存及び活用のために必要な措置を講じ、もって村民の文化的向上に資する

こととされていますので、所有者の皆様の御理解と御協力をいただきながら、村指定文化財として

指定させていただいております。 

 文化財の指定に当たりましては、教育委員会が条例に基づき設置いたしました文化財保護審議会

へ諮問し、同審議会において調査・審議が行われた後に、教育委員会に建議されることとなり、こ

の建議に基づいて、教育委員会が指定することとなります。 

 現在、村指定の文化財は、高杜神社本殿の有形文化財のほか、水中のしだれ桜が天然記念物とし

て、また、雷滝が名勝として指定するなど、合わせて37件ございます。また、このほかに、指定文

化財の候補として赤和観音堂や開山国師誕生の地といった有形文化財や無形文化財、名勝、天然記

念物など35件が候補に挙がっておりますが、この中には村内の城址４件も含まれております。 

 そこで、月生城と桝形城を文化財に指定してはどうかとのお尋ねでございますが、現在、村が指

定文化財として指定した城址はございませんが、月生城と桝形城を含む４か所の城址が指定の候補

に挙がっております。 

 これら４か所の城址は、これまでにも文化財保護審議会の委員さんを始め、多くの識見をお持ち

の皆様から文献等の提供や御意見等を頂戴しながら、文化財として指定すべきかどうかについて調

査研究を進めてまいりましたが、委員さんの中には、もう少し調査資料が必要とのお考えの方もお

られますことから、今後も他の候補物件と同様に、文化財の指定に向け、引き続き調査研究を進め

てまいりたいと考えております。 

 次に、赤和のしだれ桜と中塩のしだれ桜の指定についてのお尋ねでありますが、村内には樹齢

100年を超える古木の桜が数多く点在しており、このうち、樹齢600年の坪井のしだれ桜を始め、樹

齢500年の黒部のエドヒガン桜と樹齢270年の水中のしだれ桜の３本が村指定文化財として指定され

ており、いずれも五大桜として呼ばれております。一方、樹齢200年の赤和観音のしだれ桜や樹齢

150年の中塩のしだれ桜は、五大桜と呼ばれておりますものの、今のところ、指定文化財としての

指定はございません。 

 この五大桜は、平成10年頃から、村内のしだれ桜を始めとする巨大な古木が高山村を代表する桜

として脚光を浴びた頃に、多くの皆様に村を訪れていただくための観光資源として、広く村内外に

情報発信されたものであります。また、五大桜を始め、村内の多くの桜は、景観重要樹木に指定さ

れ、地元区の皆様により保護・管理が行われております。 
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 これに対しまして、文化財、天然記念物としての桜は、巨木・老木であることなどが指定基準と

なっており、赤和観音のしだれ桜や中塩のしだれ桜がこの基準を満たすか否かは、樹齢や高さ、幹

回りなどの太さや樹形などを総合的に調査研究する必要があると考えております。このため、赤和

観音のしだれ桜は、指定候補の物件でありますことから、今後も調査を進めるとともに、中塩のし

だれ桜は、指定候補物件に登載するかどうか、村文化財保護審議会の委員さんを始め、関係の皆様

の御意見をお聞きしながら、さらに調査研究を進めてまいりたいと考えております。 

 したがいまして、村といたしましては、貴重な財産を後世に残していけるよう、引き続き文化財

保護審議会の委員さんを始め、関係する皆様の御意見等をいただきながら、その保存及び活用のた

めに必要な措置を講じてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────３番 柴田弘男議員。 

○３番（柴田弘男議員） 

 以前お話を聞きましたところ、毎年３月頃の諮問委員会だか保護審議会があるようですが、来年

３月、またあると思いますが、その中には何か、次はこういうのを審議するとか、そういうような

話は出ているんでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────涌井教育次長。 

○教育次長（涌井重幸） 

 再質問についてお答えをいたします。 

 過去２年間、例年年度末、３月に審議会を開催させていただいて、小林一茶に関わる遺墨等を村

文化財に指定をさせていただいている経過がございます。 

 教育委員会といたしましては、やはり候補物件に挙がっているものにつきましては、積極的に文

化財として指定していってもいいんではないかなと、こんなふうに考えておりますことから、今現

在、どの物件について審議会に諮問をしていくということをまだ決定はしておりませんが、随時、

候補物件の中でどれを諮問していくかということについては、検討を進めているところであります。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────３番 柴田弘男議員。 

○３番（柴田弘男議員） 

 次期３月には、このお願いした物件をぜひ出してもらって、通るように、ひとつよろしくお願い

いたします。 

 これで質問を終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 
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 以上で柴田弘男議員の質問を終わります。 

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして質問をいたします。 

 １問目に、移住定住についてです。 

 少子高齢化対策、人口減少対策として、近年、移住・定住対策を推進する地域が増え、本村にお

いてもオンラインでの移住相談会を行ったり、若者や新規就農者の定住促進を中心に様々な事業を

展開され、行政としてできることをやっていただいていると思います。しかしながら、今年に入っ

てから人口は7,000人を切り、今年はコロナの影響もあってか、例年より人口減少が進んでいる傾

向です。 

 そこで、質問です。 

 １点目です。 

 移住・定住を考えるに当たって、気軽に入れる住宅、特にアパートのようなものがないというこ

とも、なかなか話が進まない要因なのかとは思いますが、もしそういったものがあったとしても、

本村に知り合いがいない方が実際に住んだときのことを想像できるような、現に住んでいる方々と

の交流ができたり、住み始めてから、ささいな困ったを助けてくれる方と出会えると、安心して移

住を考えられるのではないか、また、受け入れる側も、安心して受け入れることができるのではな

いかと思いますが、支援体制について伺いたいです。 

 ２点目です。 

 村としては、移住・定住に力を入れていることは伝わってきます。でも、村民には、その必要性

が伝わっていないように感じます。 

 １点目でも申しましたように、移住・定住については、現に住んでいる方々との交流と協力が欠

かせないのではないかと考えますが、人口が減少していることによる実際の影響、現にバス等公共

交通が減っていたり、荒廃農地が増えていたりといった影響が出ているところではありますが、今

後このまま人口減少が続いたとき、村民の生活はどうなるのか、また、逆に、人口が増えることに

よる村民へのメリット等について説明が必要かと考えます。いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 移住定住対策についてお答えいたします。 

 総務省が５年に一度実施しております国勢調査による本村の人口推移を見ますと、平成17年では

7,654人でありましたが、平成22年には7,563人に、さらに、平成27年では7,033人と連続して減少

傾向が続いており、大変憂慮すべき事態となっております。 
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 このような状況の中、村では移住・定住対策により人口減少に歯止めをかけて、活力ある幸せな

村づくりを進めていくため、新たな生活を本村で始める方を対象に、定住促進結婚祝金や結婚生活

支援金のほか、出産祝い金の交付や18歳までの医療費を無料化する福祉医療費の支給に加え、保育

園の給食の副食費の無償化や多子世帯保育料の軽減など、将来村を担っていただく若い人たちや子

育て世帯に配慮した経済的な支援の充実に努めているところであります。 

 また、豊かな自然を生かし、屋外での遊びや運動を中心に様々な体験を深め、知力と体力を同時

に高めることを目的とする「信州やまほいく」に認定されたたかやま保育園や、地球規模の問題に

対する国連システムの理解、人権・民主主義の理解と促進、そして異文化の理解や環境教育といっ

たテーマについて、質の高い教育を実践するユネスコスクールに高山小中学校が承認されるなど、

将来を見据えた人づくりのために教育環境の充実に積極的に取り組んでいるところであります。 

 さらに、住宅支援として、空き家購入費等に対する補助金や創業支援事業補助金制度による就業

支援のほか、クラウドファンディングを活用して事業を計画される方へのふるさと投資活用型の地

域産業支援事業など、移住を考えている方や引き続き定住される方を対象に、村での暮らしを応援

するための独自の施策を幅広く実施しております。 

 このように、村では、結婚や出産、子育てなど、ライフステージに応じた総合的な経済的支援と

併せ、子どもたちの健全な成長を育むための教育環境の整備等を積極的に実施し、移住者の増加と

定住人口の確保につなげ、人口減少を抑制することで、将来にわたって持続可能な村づくりを進め

ており、これらの取組により、令和元年度には、県内外から６組14名の皆さんが本村に移住されて

おります。 

 そこで、移住希望者に対する支援体制についてのお尋ねでありますが、移住を検討されている皆

さんにきめ細かな対応を行うことができるよう、村では平成29年から、総務課と産業振興課に１名

ずつ定住支援員を配置しております。 

 この定住支援員は、都市圏やオンラインなどで開催される移住相談会などに積極的に参加し、本

村での生活や自然環境などを移住希望者にＰＲするなど、本村を知っていただくとともに、移住に

つなげるための具体的な情報発信に努めているところであります。 

 さらに、定住支援員は、移住者が慣れない地域でのコミュニティ形成や、生活などに容易に溶け

込めるように、役場での相談業務や電話などによる相談支援など、いつでも対応できる体制を整え

ているところであります。 

 しかしながら、議員御指摘のように、困ったときにどこに相談すればよいか、不安や心配がある

移住者の方もおられると思われますので、定住支援員制度について、広報紙やホームページなど各

種媒体を利用して幅広く周知し、移住者の皆さんの不安などの払拭に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、地区の皆さんとの交流や付き合い方など、身近な問題についての相談対応につきましては、
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地元の区長さんを始め、組長さんや隣近所の方など、地域の皆さんの御協力が大変重要であると考

えておりますので、今後も区長会などを通じて、移住された方が地域に溶け込み、安心して暮らせ

るためのサポートへの協力などをお願いしてまいりたい、このように考えております。 

 次に、人口減少が生活に与える影響についてのお尋ねでありますが、一般的に人口減少は、社会

の様々な面に影響を及ぼすことが想定されております。例えば、少子化が進展することで労働力が

減少し、経済成長が減退するなど大きな影響が考えられます。また、税収が減少することにより行

政サービスの水準が低下することや、地域公共交通の縮小や、あるいは撤退、空き家や耕作放棄地

等の増加による地域全体の荒廃化、伝統的な行事やイベントの消滅、商店の廃業、災害時など地域

の支え合いの欠落など、住民生活に大きな影響を及ぼすことが指摘されており、既に全国的にこの

ような問題が表面化してきております。 

 そのようなことから、村では、人口減少が村民生活に与える影響や人口増加のメリットなどにつ

いて、本年度を初年度とする第六次高山村総合計画や第二次高山村総合戦略の策定過程において、

会議や広報紙などによりお知らせしてきたところでありますが、地域の活力を維持し、持続可能な

村づくりを進めていくためには、村民の皆様の御協力が不可欠でありますので、今後ともブロック

行政懇談会や各種の会議など、機会を捉えて説明や周知に努めてまいりたいと考えております。 

 したがいまして、今後も移住・定住対策を充実し、移住してよかったと思われる村、村民の皆さ

んが安全に安心して暮らせる村を目指して事業の促進を図ってまいりたい、このように考えており

ますので、御理解賜りますようにお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員） 

 再質問いたします。 

 先ほど西原議員も質問いたしましたとおり、先ほども答弁いただきましたように、移住・定住の

担当の方がいらっしゃるということは私も分かっております。ですが、お二人ということで、行政

でできることが限られるというような話も聞いております。 

 空き家対策に対しても、空き家をお持ちの方に通知を出されて、どうされますかということは聞

いていただいているようですが、結局のところ、そのお持ちの方が返答なければ、こちらからは何

もできないんだというようなお話も伺っています。 

 そこで、須坂市とかを見ますと、今、地域おこし協力隊などが空き家のほうを片づけに入って、

コミュニティスペースをつくるなど、いろんな活動をされていると思いますが、西原議員の質問と

同じようなことになりますけれども、移住・定住の対策に割ける要員が少ないのではないかと考え

ます。 

 人手を増やせばいいというものでもないと思いますが、１人ではなかなかできないこと、行政で
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はできないところを、どうにか村の課題として、村民の皆さんから意見やアイデアを募りながら、

もっとやっていけることはないのかと思います。いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 移住・定住の促進とか空き家対策については御存じということで、その辺については感謝を申し

上げたいと思います。 

 やっぱり今の議員の一番の問題は、先ほど言いましたように、本当に村へ来られた方、あるいは

村に住んでいる方を含めて、安心して生活できるかと、このことを言われているんだろうというふ

うに思われます。やはりその辺が一番大事な点だと思います。いわゆる行政が来ていただきたいと

いっても、やっぱりその辺については限りがあるというふうに思っております。 

 やっぱり一番大事なのは、地域の皆さんに、あるいは地域の中に溶け込んでいただく、そういう

ことが大事だろうというふうに思われますので、そういった点では、先ほども申し上げましたよう

に、移住されている方に対しては、それぞれの地区の自治会長さん、いわゆる本村でいいますと区

長さん、あるいは、その下の伍長さんといいますか、組長さん、そういうふうな方がいますので、

気軽に相談をしていただく、あるいは気軽に相談をしていただけるような、そういうふうな格好を

考え、先ほど述べましたように、区長会等でそういうふうな状況をつくっていただきたい、このよ

うに申し上げましたので、さらにその辺を検討してまいりたいと、このように思っていますので、

よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員） 

 お話伺いまして、今後どんどん人口が減っているのを、どうにかして食い止めたいと私も思いま

すので、先ほども言いましたが、村の課題として、村民一丸となって移住対策をしていけるような

策をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、２問目です。 

 先ほどの答弁の中にもありましたけれども、これまで出産祝い金、家庭育児給付金、18歳までの

医療費無料、小中学校入学祝金、保育料の軽減等、安心して子育てができる支援を多方面から積極

的に行っていただいています。今住んでいる村民にとっても、安心して子育てができる環境は大切

ですし、子育て支援に力を入れることで、移住・定住にもいい影響があると思います。ですが、現

在、これらの支援があっても、人口が減っていることは否めない状況かと思います。 

 また、ちょっと話は変わりますが、先日、高山中学校学校保健委員会の講演会にて、生徒のメデ
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ィア依存についてのお話を伺いました。その後、子どもたちと話した中で、高山村には居場所がな

い。図書室も、現在コロナ対策で席数が減っているが、もともと少ないし、だからといって、家に

帰れば簡単にメディアにつながれるのだから、依存にもなりやすいと思うというようなことを聞き

ました。これは１つの意見ですし、メディア依存については、それぞれ御家庭の考えもあるかと思

いますが、この意見を聞いて、一見別々の問題のようですが、実際に子育て中の１人として感じる

ところがありました。 

 そこで、質問です。 

 経済的な子育て支援は、特に力を入れて対策を講じているところではありますが、今回、１つの

例として挙げましたが、子どもたちの放課後の居場所の確保などの経済面以外の支援についての考

えをお聞かせください。また、そういった支援について、村民の要望や意見を聞く機会を設けるお

考えはあるのか教えてください。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────涌井教育次長。 

○教育次長（涌井重幸） 

 子育て支援についてお答えいたします。 

 村では、勤労や病気などで日中や放課後、家庭において保育することができない保護者を対象に、

その児童を保護者に代わって保育するため、たかやま保育園や児童クラブ等において、児童の心身

の健全な発達を図るための一助を担っております。 

 そのような中で、昨年10月１日からは幼児教育・保育の無償化が実施され、保育所や幼稚園に入

所・入園する３歳から５歳までの児童及び住民税非課税世帯に属する３歳未満の児童の保育料が無

償となったほか、３歳未満児の第２子の保育料を半額に、さらに第３子以降の保育料を無償とする

など、多子世帯に対する経済的負担の軽減を継続して実施しております。さらに、本年４月からは、

幼児教育・保育無償化の対象児童に対し、給食副食費の全額を公費負担にするなど、さらなる経済

的負担の軽減を拡大してまいりました。 

 そこで、経済面以外の支援についてのお尋ねでありますが、村では、保育所での保育や放課後の

居場所づくりのための児童クラブの運営を始め、平成28年６月の児童福祉法及び母子保健法の改正

により、妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を行う母子保健包括支援センターの設置が

新たに規定されたことに伴い、本年４月１日に、保健福祉総合センター内にある子育て支援センタ

ーに併設して子育て世帯包括支援センターを開設し、母子保健のみならず、妊娠期から18歳未満の

子どもさんを持つ保護者の子育てを包括的に支援する体制を整備いたしました。 

 また、家庭で保育されている保護者が、御自身の病気や急用のために家庭で保育することができ

なくなった場合、研修を受けた専門員がそのお宅に伺って保育を提供するファミリーサポートセン

ター事業により、利用される方の御要望にお応えすることとしております。 
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 そのようなことから、村では、家庭で保育をされている方や保育所等を利用されている方々に、

今後とも安心して村内で暮らしていただけるよう、引き続き要望の把握に努めるとともに、必要な

支援を行ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、村民の皆様の御要望を聞いたりすることはあるかとのお尋ねでございますが、村では村民

の皆様からの御意見等をお聞きする広聴の機会としまして、毎年、消防団の分団単位で開催させて

いただいておりますブロック行政懇談会を始め、村民の皆様に村長室においでいただく「気軽に村

長室」や、村長自ら皆様の地域などにお伺いする「出前いろり端会議」など、様々な機会を捉えて

意見交換をさせていただいておりますほか、役場や保健福祉総合センター、ＹＯＵ游ランドなどの

公共施設に備えてあります「きらめきポスト」や村ホームページなどにより、御意見を伺っている

ところでございます。 

 また、村では、子ども・子育て支援法に基づき、５年を１期とする子ども・子育て支援事業計画

を策定するに当たって、０歳から12歳までのお子さんをお持ちの全家庭を対象にアンケート調査を

実施しており、子どもさんの不定期の保育事業の利用希望や小学校就学後の放課後の過ごし方など、

様々な子育て環境や支援に関する御意見等を伺ってきたところであります。 

 そのようなことから、現在、村におきましては、子育てに関する御意見のみならず、幅広く村民

の皆様の御意見等を伺っておりますので、引き続き様々な機会を捉えて、いつでもお気軽に御意見

等をお寄せいただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員） 

 今、御説明いただきましたように、保育園、児童クラブ、学童クラブ等、いろいろ居場所等つく

っていただいていることを理解しております。今話した中に、中学校の話をしましたけれども、児

童クラブは小学校３年生までで、高学年の子どもたちに関しては、学童クラブに入る子もいますが、

家が近い、また学童クラブの方向、ちょっと行けないというようなことで、お家へ放課後帰る子が

出てくる。また、中学校に関しては、居場所がないということで家に帰るというような中で、ちょ

っとメディア依存の話も出てきました。 

 子育ては、18歳までの医療費無料や、18歳までの相談も乗っていただけるということで、いろい

ろしていただいていますけれども、やはり子育てと聞くと、小さい子をイメージすることが多いで

す。でも、いずれ将来、高山村に戻ってくるなり、高山村を盛り上げてくれる若い子が育ったらい

いなと思います。 

 そういった面で、中学生も高校生も、例えば高校生であれば、通うのにどうしても村外へ出なけ

ればなりません。須坂に近いほうの子は、自転車で通える子もいるんでしょうけれども、上のほう

の子で自転車では通いづらい子、例えば、どこかで待てる場所があるとか、そういうことがあった
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らいいなと考えたりします。 

 子育ては、どこまでいっても子育てですけれども、大きくても、１人で留守番ができても、少し

何か支援があったらいいなと考えます。今後の支援にも期待します。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で髙井央葉議員の質問を終わります。 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員） 

 まず初めに、内山村長、２期目御就任おめでとうございます。 

 先ほど来、議員の出ております人口問題については、最優先課題として強くお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず初めに、職員の管理職起用についてお伺いします。 

 今現在、課長のうち４人の方々が来年に退職される予定であります。私としては本来、課長職は

現職の中から配置されるべきだと思いますが、しかしながら、昨年、今年と職員の再任用がありま

した。例えば、民間企業の管理職の異動人事は、年齢、性別を問わず、社会の実績を上げるような

能力重視の流れになっておりますが、自治体などの職員は、まだまだ等級や年功序列などに縛られ

る傾向があります。来年、ベテラン職員４名が退職されると、現場の人事構成が大変であると思わ

れます。 

 そこで、常日頃、現場主義、現場重視を唱えられる村長として、年齢、性別にとらわれず幅広く

積極的な人事を進められる考えがあるのかお伺いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 職員の管理職起用についてお答えいたします。 

 職員の定年による退職については、地方公務員法において、定年は、国の職員につき定められて

いる定年を基準として条例で定めるものとし、定年に達したときは、定年に達した日以降における

最初の３月31日までの間において、条例で定める日に退職すると規定されております。これを受け

て、村では職員の定年等に関する条例を制定し、職員の定年は年齢60年と規定するとともに、診療

所の医師については65年と定めております。 

 また、同条例では、定年による退職の特例についても規定しており、当該職務が高度の知識、技

能または経験を必要とするものであるため、その職員の退職により公務の運営に著しい支障が生じ

るときなど、１年を超えない範囲で引き続き勤務させることができる、いわゆる勤務延長について



－60－ 

規定しております。 

 そのほか、平成25年度以降に60歳定年退職となる職員は、公的年金の報酬比例部分の支給開始年

齢が段階的に60歳から65歳に引き上げられることに伴い、当面、退職の日の翌日から公的年金の報

酬比例部分の支給開始年齢に達するまでの間において、職員が勤務を希望する場合は、これまでの

勤務実績など能力の実証を踏まえて、再任用することができることとされております。 

 このため、村では、退職者数と新規採用者数などによる職員の人事構成の安定化を図るため、職

員の再任用に関する条例を適用し、前年度及び本年度は、再任用職員制度の活用を図ってまいった

ところであります。 

 申し上げるまでもなく、課長級や係長級などに任用する場合は、年齢や性別などにとらわれるこ

となく、これまでの職務遂行能力や知識、技能、政策形成や住民対応能力など、様々な観点から評

価する人事評価制度に基づき、総合的に検討した上で任用を行ってまいりましたが、中でも課長職

は、村の幹部職員であり、担当する課の政策決定責任者でありますことから、その任用に当たって

は、特に厳正なる人事評価と査定を行った上で任用してきたところであります。 

 そこで、年齢、性別にとらわれず、幅広く積極的な人事を進めることについてのお尋ねでありま

すが、私はこの４年間、挑戦する意欲を持って住民目線で仕事を行うようにと、機会あるごとに訓

示をしてまいりましたが、その趣旨をしっかりと捉え、村民の皆様のための行政運営に当たってく

れる職員が増えてきていることに頼もしさを感じており、今後も１人１人の脳力がさらに向上して

いく中で、誰が役職に就いてもおかしくないような職員の実務能力のレベルアップを図ってまいり

たいと考えております。 

 したがいまして、管理職職員の任用につきましては、先ほども申し上げましたように、業績と能

力評価を十分検証した人事評価に基づいて、年齢や性別にとらわれることなく、今後も能力を重視

した任用に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員） 

 再質問いたします。 

 今村長が言われたとおり、私も再任用についてはやぶさかではございません。ただ、やっぱり管

理職になると、いろんな面で、職員のやる気等もありますもんで、そのあたりは十分、村長も考え

られておりますが、それを含めて申し上げたと思います。 

 それとまた、これから、先ほども言いましたように、職員の中にも業務評価システムがあると思

うんです。それについて、ちょっと私らも、なかなか詳しいことは分からないんですけれども、分

かる範囲で結構ですので、御説明をお願いしたいと思います。 

 それとまた、今、村長言われたとおり、医師については65歳定年、一般職員は60歳というのは、
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今村長も申し上げた、年金の支給が65歳になるということで、60歳で定年した職員は５年間、生活

費の工面など、大変な思いがあると思うんです。それを含めて、これから退職金の引上げ、また定

年延長など、村長はどのように考えられているかお伺いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問なんですが、非常に難しい点もあるかと思いますけれども、議員御存じのとおり、やっぱ

り人事構成の面もあるんですね。ですので、よく言われますように、どちらかというと、構成的に

いいますと、こういう筒状が一番望ましいわけですけれども、場合によっては逆ピラミッドだとか、

あるいは真ん中がへこんでいるとか、いろいろな状況があります。これは、いろいろな社会情勢、

あるいは経済情勢、あるいは職員の採用に当たっての、いろいろなそういうふうな条件が重なって

きていると、こういうのがあって、そして現在も、そういうふうな状況がやっぱり見られるという

のが、否めない事実だというふうに思っております。 

 そういった点では、先ほど、国の国家公務員に合わせた地方公務員の運用制度というふうに申し

上げましたけれども、ひところから比べると、いわゆる国あるいは地方公務員についても、実力主

義に変更してきております。そういった意味では、年齢にとらわれない、こういうふうなことも十

分にやっていかなければならないと思いますが、今は、過渡期と言っては申し訳ありませんけれど

も、非常に難しい点もありますので、その辺は十分に勘案しながら、人事評価制度を十分に検討し

運用してまいりたい、このように思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員） 

 再々質問になるか分かりませんけれども、私も20年近く議員やっておりますけれども、その中に

おいて、やっぱり今、女性の管理職、園長は別として、いまだにまだ登用がありませんもんで、男

女共同参画の中においては、３割の役員を登用しろと、そういう規定もありますもんで、村として、

これからどういう形で長は考えているか、ちょっと最後に、その件についてお伺いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問にお答えします。 

 今、議員の女性登用という面においては、行政の中だけに限らず、全体としてというふうなこと

も含まれているだろうというふうに理解しておりますけれども、なかなか、正直言いますと、そう

いう格好で、日本全国でも女性の登用が少ないと、この辺を何とかしなけりゃいけないというふう
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な問題は十分承知しておりますし、そういうふうな格好での登用はしていきたいというのは、人事

構成の中で常に考えております。 

 そういった意味で、今、現状がそうなっているかといいますと、必ずしもそうなってはおりませ

ん。その辺は、今の実力主義とか、そういうふうなものも勘案しておりますので、ぜひまたその辺

を少しでも改善していくような、そういうふうな努力はしてまいりたいと思いますので、御理解を

よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員） 

 なるべく女性の登用を積極的にお願いしたいと思います。 

 それでは、次の質問にまいります。 

 これからの英語教育についてお伺いいたします。 

 以前から、私も何回か、カリキュラムマネジメントについてお伺いしてまいりましたが、新しい

カリキュラムマネジメントが来年度から実施されます。コロナ感染の終息がめどがつかない現在、

現場の先生方の御苦労は余りあるものと思います。 

 国が小学校高学年の英語教育を取り入れた背景には、これからの時代、英語ができることが国際

的にも大変必要だと国が認識したことだと思います。 

 そこで、当小中学校の児童生徒の英語教育への指導がどのようになっているのか。また、英検、

実用英語技能検定の必要性が出てくると思われますが、そのような資格に対して、どのような支援

などのお考えがあるかお伺いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────山岸教育長。 

○教育長（山岸深志） 

 これからの英語教育についてお答えいたします。 

 小中学校における学習指導要領は、社会の状況や変化を踏まえて、およそ10年に一度の間隔で改

訂されております。このため、今回改訂された小中学校の新学習指導要領は、平成29年３月に文部

科学省より告示され、小学校では２年間の移行期間を経て本年４月より、中学校では３年間の移行

期間を経て来年４月より、完全実施される予定であります。 

 この新学習指導要領は、急速に変化するこれからの社会の中で、様々な課題に柔軟に対応し解決

していく力を育むため、主体的な学びや対話的な学び、深い学びの３視点が指導の視点として示さ

れております。 

 さらに、この狙いを効果的に実施していくために、各学校の教育課程を教科横断的な視点で編成

するとともに、その実施状況を絶えず見直し改善を図っていくカリキュラムマネジメントの重要性
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が指摘されております。 

 また、国際化の進展に伴い、広い視野に立って、国際理解や国際協力等が今後さらに大切になっ

てくることから、外国語におけるコミュニケーション能力の一層の向上が求められております。 

 そのようなことを踏まえ、新学習指導要領では、教科としての英語学習が中学校から小学校５・

６年生まで拡大され、３・４年生では新たに英語活動が位置づけられました。 

 そこで、小中学校の児童生徒の英語教育への指導についてのお尋ねでありますが、高山小学校で

は、新学習指導要領で示されている５・６年生が週２時間の英語学習及び３・４年生は週１時間の

英語活動を移行期間中から完全実施してまいりました。また、５・６年生には英語が堪能な専科教

員を配置するとともに、外国語指導助手、いわゆるＡＬＴとのチームティーチングを実施し、ＡＬ

Ｔの生きた英語に触れるとともに、２名体制によるきめ細かな指導に心がけております。 

 さらに、３・４年生の英語活動では、５・６年生と同様に、担任とＡＬＴによるチームティーチ

ングを実施し、高学年及び中学校の英語学習にスムーズに移行するとともに、１・２年生及び保育

園においても、可能な範囲でＡＬＴによる英語活動を実施し、楽しみながら生きた英語に慣れ親し

むように努めております。 

 一方、中学校においては、一昨年度より増員させていただいた外国語指導助手１名を中学校専属

として配置し、英語の専科教員と協力しながらチームティーチングを行い、生きた英語に触れると

ともに、よりレベルの高い英語学習に努めております。 

 次に、実用英語技能検定、いわゆる英検への支援についてのお尋ねでありますが、実用英語の普

及向上を目指して1963年４月に財団法人日本英語検定協会が設立され、同年８月に第１回実用英語

技能検定が実施されました。この検定が実施された当初は、１級から３級までの３階級しかありま

せんでしたが、その後、４級まで拡大し、さらに準１級、５級及び準２級が順次加えられて、現在

に至っております。 

 この検定内容は、基礎力を養う入門クラスからビジネスなどにも使える上級クラスまでの７つの

階級で構成され、それぞれの級に合わせ、読む・書く・聞く・話すの４つの技能がバランスよく配

置されており、社会で実際に使うことができる英語技能として高い評価を得ております。 

 現在、高山中学校では、実用英語技能検定の受験を積極的に勧め、毎年３回、高山中学校を会場

に検定が実施されております。しかしながら、今年度は、新型コロナウイルス感染予防のため、１

回目の検定試験は中止となりましたが、２回目を10月２日に実施し、３回目を12月18日に実施する

予定であります。 

 そこで、議員お尋ねの検定料に関する支援についてでありますが、この資格は個人に関わるもの

でありますので、検定料の支援については難しいものと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 なお、現在、高山中学校全体における階級別の保有状況は、基礎力を伸ばす５級と４級を合わせ



－64－ 

て36名が、中学校卒業程度とされる３級は13名、さらに、高校中程度とされる４名が準２級を取得

しております。 

 この実用英語技能検定は、自己の英語能力を客観的に把握することができるとともに、英語学習

の励みにもなり、子どもたちの英語力の向上につながるものと考えております。したがいまして、

今後とも広く参加を勧めるとともに、会場の提供を図る等の支援を通して、より多くの生徒が上の

クラスを目指して英語学習に意欲的に取り組み、社会で通用する実用英語の力を伸ばすことにつな

げてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員） 

 英検については年３回と、大体１回の費用が２万ぐらいとは伺っております。それで今、教育長

のお話では、個人的な資格なもので支援は難しいと言われましたが、村長も御存じのとおり、子育

て支援だとか子どもの教育だとか、民間企業を取り入れているところは人口が増えております。や

っぱりそういう面で、私が今回言ったのは、こういうものを支援して、目玉の村としての独自性の

ことを考えて申し上げました。 

 それと、やっぱり今、東京辺りの小学生だと、大体準２級でも、都内辺りだと４、５名ぐらい取

っているという実情があります。相当やっぱり、これは金がかかる個人資格なんですよね。 

 それで、私も調べたところによりますと、最終的には海外留学など、例えばアメリカに留学した

場合、州立大学で年間150万の授業料、私立で350万、それで年間生活費が200万、ですから、年間

600万近くの留学費用がかかるんです。そういうものを含めると、なかなか個人的な希望が子ども

たちにあっても、こういう費用がかかる問題がありますもんで、厳しいと思われます。 

 ただ、そういうものを含めて、村としての特色がある、そういうカリキュラム組んだ場合、そう

いう支援できた場合、非常に有益だと思います。それを含めて、改めて御答弁をお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────山岸教育長。 

○教育長（山岸深志） 

 再質問についてお答えいたします。 

 まず最初に、英語の検定料について、ちょっと私の手元にある資料でお話しさせていただきます

と、５級は2,000円です。あと、級が上がるごとに順次上がってまいりまして、準２級は4,900円、

２級は5,000円の金額になっているというふうに、私、把握しております。 

 これはいずれにしても、個人の資格に関することでありますので、先ほど申し上げましたように、

これについては、ほかの面で十分支援してまいりたいと考えておりますけれども、検定料について

は個人の負担ということで、今お願いしているところであります。 



－65－ 

 それから、次に、特色ある教育ということで、海外留学というようなお話も今お伺いしました。

高山村では、やはり特色ある教育ということが、いろいろな面で今現在やっております。一番はや

はりユネスコスクールへの加盟、これについて、この実践を毎年、信州大学の教育学部で信州ＥＳ

Ｄコンソーシアムというような会がありまして、そこで実践発表をしたり、それから、いろいろな

学校の発表をしながら、ユネスコスクールの理念に従いまして、いろいろな地球規模の問題等につ

いても、つながるような学習をしているところであります。 

 なお、もう１つ、海外留学ということもございますが、これ、今年度を初年度とする第六次総合

計画の中にも基本計画の４番に、交流の中身において、地域間交流、それから海外交流、海外留学

等についても、また今後考えていくというように触れられておりますので、これについてもまた、

今後の私たちの課題として検討していく必要があるんではないかなと思いますが、今お話しいただ

いたように、大変大きな金額がかかるものでありますので、これをどうしていくのかとか、対象の

人たちを村の青年にするのがいいのかとか、中学生にするのがいいのかとか、いろいろな、まだ検

討課題が多々あるかと思いますので、そんなことも、第六次の総合計画の内容も含めて、またこれ

から順次検討していく必要はあるかと、こんなふうに思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上であります。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員） 

 ありがとうございます。 

 私もちょっと、２万円というのは何回も落ちた方も含めてだと思うんで、そのぐらいの逆に費用

であれば、全生徒に受けてもらって、公費でやるということも可能じゃないかと思うんですけれど

も、教育長としてはなかなか難しいかと思います。 

 それと、やっぱりこれから、教育長のおっしゃったとおり、子どもたちも夢のある、海外留学も

含めて、そういうことができるように、村全体の問題として取り上げていただきたいと、ひとつ要

望いたしまして、質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で水谷 清議員の質問を終わります。 

─────１番 黒岩清道議員。 

○１番（黒岩清道議員） 

 私からの質問ですが、新型コロナウイルスの感染予防対策について、４項目ほど質問させていた

だきたいと思います。 
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 今年は、新型コロナウイルスの感染が世界的にも広がり、国内でも春の１波、夏の２波、11月か

らは第３波とも言われ、感染が急増しています。病院や学校、また役場でクラスターが発生したと

いう報道も流れますが、そうするたびに業務が停止するという問題も起きています。 

 長野県でも、10月末の感染者数が341人です。ただ、11月一月だけで377人と倍になりました。昨

日12月７日現在では823人という形で、報道にもありますように、身近にも感染が広がり、非常に

心配しているところであります。 

 この新型コロナウイルスの影響で、私たちの生活も一変しました。うがい、手洗い、マスクの着

用、どこの施設に行ってもアルコール消毒、またこういうパネル越しの会話、ソーシャルディスタ

ンス、そのような形で、新しい生活環境や生活スタイルに変わってきました。 

 村の中でも、私も少しは関わっていますが、村のバス、教育委員会のバスも、乗車時には検温、

アルコール消毒、終わった後の除菌清掃、そんな形も行っています。高山村の中でも数多くの対策

を取り入れてもらっていただいていますが、いま一歩踏み込んだ形で予防対策が必要ではないかと

いうことで質問いたします。 

 まず、１つ目の質問ですが、自分の健康状態というのは、やはりぱっと見るには検温、体温を測

るということがあります。小学校の児童、中学校の生徒たちは、自宅で体温を測り、健康チェック

をしています。 

 そこで、質問ですが、役場の職員、または村の施設の従業員、パートさんも含めての毎日の体温

測定は行っていますか。 

 ２つ目ですが、会議等で役場や公民館、私たちが来場したときには、名前とか連絡先、また健康

状態をチェックしますが、体温測定はありません。やはりこれからの状態を考えると、役場の入口、

また村の施設、一茶館、チャオル等々での入口に、利用者のための検温器、できれば自動での測定

器を設置できませんか。 

 ３つ目ですが、11月からスリッパを廃止ということで試行していますが、これから冬に向かって、

正直、革靴から長靴に替わるように、靴の裏底の深い履物が多くなります。このときの土足の対応、

衛生面や感染予防から見て問題はないのでしょうか。 

 ４つ目ですが、関連しますが、公民館等で講座が開催されています。これは生涯学習教室や文化

協会、クラブ活動等、年度初めにはコロナ対策のために自粛をしていましたが、夏頃から感染予防

を取りながら動き出しています。この活動の中で、床に手をつく、もしくは座るということも聞き

ました。この講座等、使用の際についての衛生面とか感染面、その面から見ても対策が必要ではな

いかと思って質問します。 

 この４点、お願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 
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○総務課長（宮本孝雄） 

 新型コロナウイルスの感染予防対策についてお答えいたします。 

 まず初めに、新型コロナウイルス感染症につきましては、昨年12月、中国湖北省武漢市において

最初の感染者が確認されて以降、中国を中心に、日本を含む世界各国に感染が拡大し、今日でちょ

うど１年になるとのことでございます。 

 この間、本年１月30日には世界保健機関（ＷＨＯ）において、国際的に懸念される公衆衛生上の

緊急事態が宣言されるとともに、日本国内で感染拡大が続く中、政府は４月７日に、新型インフル

エンザ等対策特別措置法に基づき、東京都や神奈川県などの７都府県に対して新型コロナウイルス

感染症緊急事態宣言を発出し、４月16日には緊急事態宣言の対象地域を全国に拡大いたしました。 

 これを受けて、阿部長野県知事は、人との接触機会を極力８割減らすことや、基本、県をまたい

での移動や不要不急の外出自粛の徹底、日用品の買占めや不当な差別や偏見は行わないよう、冷静

かつ適切に行動することを呼びかけるメッセージが出され、村におきましても、村民の皆さんに手

洗いやうがいなどの感染防止対策の徹底や、不要不急の外出自粛などの協力をお願いしたところで

あります。その結果、感染者数が減少するなど落ち着きが見られたことなどから、５月25日には、

全国全ての都道府県に緊急事態宣言が解除されたところであります。 

 このようなことから、村といたしましては、これまで国や県の新型コロナウイルス感染症への対

処方針などに基づき、新型コロナウイルスとの共存を図るための新しい生活様式の定着に向けた取

組と、３密を避けることを始めとして、手洗いやマスクの着用、身体的距離の確保など、感染拡大

防止の基本的な対策をお願いするとともに、県が作成した新型コロナウイルス感染症対策県民手帳

や各種の感染予防啓発チラシを配布するなど、対策に努めてまいりました。 

 一方、暮らしや落ち込んだ経済対策として、国の特別定額給付金を始め、村独自の子育て世帯生

活応援給付金のほか、事業の継続を支援するための事業継続支援事業やプレミアム付商品券発行事

業の拡大、さらには、村民１人につき3,000円分のクーポン券を発行するなど、村内経済回復のた

めに、国や県の制度とともに各種の支援対策を講じてきたところであります。 

 このような状況の中で、最近では再び全国的に感染者数が増加傾向にあり、県内の感染者数も連

日２桁台が続いており、北信圏域では県独自の警戒レベルを特別警報となるレベル４に引き上げて、

より一層の警戒を呼びかけております。 

 また、特に心配されるのは、去る11月25日に西村経済再生担当大臣が、今後３週間で感染増加を

抑えられなければ緊急事態宣言が視野に入ってくると危機感を示されたことや、これまでになく重

傷者数が増加していること、さらには病床数が逼迫しつつある現状など、懸念材料が増えてきてい

ることであります。 

 村といたしましては、昨日、長野県から村民の方の感染情報を受けました。感染が確認された方

や、その御家族についての詮索や誹謗中傷などが生じないよう冷静な行動をお願いするとともに、
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引き続き、感染症対策の基本となる新しい生活様式の定着に向けた取組の中で、３密の回避を始め、

手洗いやマスクの着用、身体的距離の確保など、これまで以上の徹底を村民の皆様や事業者の皆様

にお願いしてまいりたいと考えております。 

 そこで、まず初めに、村職員の体温測定についてのお尋ねでありますが、全国的に新型コロナウ

イルスの感染拡大が懸念される中、村では、第３回新型コロナウイルス感染症高山村対策本部にお

いて、職員の危機管理意識を高めるため、事務室の職員人数を縮小した分散勤務や健康チェックシ

ートの実施を、本部長であります村長から指示を受け、４月20日の月曜日から、毎朝の検温、体調

の確認を記録するとともに、発熱、せき、吐き気等の風邪症状があった場合は出勤を控えるととも

に、37.5℃以上の発熱が４日以上続き、せき等の風邪症状に加え、体のだるさや味覚、臭覚の異常

を感じたときには、かかりつけ医に相談するよう徹底し、現在もこれらの対応に当たっているとこ

ろでございます。 

 次に、公共施設への体温測定器等の設置についてでありますが、現在、高山診療所やＹＯＵ游ラ

ンドなどの村営温泉施設につきましては、測定結果が御自身で確認できる機器や、職員の立会いで

測定結果が確認できる機器を整備しておりますが、役場庁舎や公民館、チャオルにつきましては、

今のところ、来庁者の皆さんに対する体温測定は行っておりません。 

 しかしながら、第３波と言われるように、国内では新型コロナウイルスの感染が日々増加傾向に

あり、本村でも感染者が発生しております。このように、いつ誰が感染してもおかしくない状況と

なっておりますことから、これまで以上に危機意識を持って感染症対策に当たるとともに、公共施

設への体温測定器の設置につきましても検討してまいりたいと考えております。 

 次に、施設内のスリッパ廃止に伴う土足対応の衛生面についてでありますが、村では去る11月２

日から、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、手が頻回に触れるものをできるだけ撤去す

るため、現在、試行ではありますが、役場庁舎及び公民館のスリッパを撤去させていただき、これ

に伴い、下足で施設内にお入りいただくこととしております。 

 そこで、床の汚れなどの衛生面につきましては、玄関ホールに大きめのレンタル用マットを敷き、

来庁される皆さんの靴等の水分や汚れをできるだけ玄関付近で除去できるよう対策を講じておりま

す。 

 また、冬季につきましては、降雪による雪が靴に付着し、施設内の床が水滴で滑るのではないか、

あるいは、靴の裏の溝が深い履物により小石などが持ち込まれないかなどといった心配される声が

聞かれますが、できる限り水滴や汚れの除去に御協力いただけるよう、来庁される皆さんに周知さ

せていただくとともに、清掃用モップを増やして、庁舎内の衛生管理に努めてまいりたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、公民館での講座等の使用についてでありますが、公民館を利用される皆様には、教育委員

会が定めた部屋別の利用者数のほか、マスクの着用や手指消毒の実施、小まめな換気などの基本的
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な感染防止対策を示した新型コロナウイルス感染防止対策を実践していただくとともに、皆様の体

調チェックを行っていただいております。また、お手数ではありますが、使用後には机や手を触れ

た場所を備え付けの次亜塩素酸水で除菌していただくなど、感染防止策の徹底をお願いしておりま

す。 

 さらに、利用者の中で感染者が発生した場合に備え、備え付けの利用者名簿に住所、氏名、連絡

先及び健康状態を記入の上、提出していただくなど、もしもに備えた対応にも努めているところで

ございます。 

 そのような中で、公民館の利用形態は、机、椅子を利用して会議等を行う場合や、床に座ってス

トレッチや柔軟体操をする場合など、様々な形態で利用されております。 

 そこで、スリッパの廃止に伴い、衛生面に配慮して、新たに玄関入口に泥よけマットを設置する

とともに布マットを増設するなど、靴底の泥やほこりが室内に持ち込まれないよう対策を講じると

ともに、開館日には毎日、床のモップがけや掃除機による清掃など、衛生環境の保全に努めており

ます。 

 また、講堂などの床に直接座って御利用いただく場合には、屋外の芝生広場などと同様に、利用

される皆様それぞれが敷物を御用意いただき、それを床に敷いた上で使用していただくことをお願

いしておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

 したがいまして、新型コロナウイルス感染症などにより村民の皆様の健康を害することがないよ

う、現在、試行段階でありますことから、本格実施までに見えてくる課題などの検証を十分に行っ

て、しっかりとした形で本格実施してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願

い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────１番 黒岩清道議員。 

○１番（黒岩清道議員） 

 長い４点の質問でしたので、話が飛びそうになりますが、正直なところ、再質問というよりは、

今の検討している段階が最善であるかということを、やはり村としても検討していただきたい。非

接触の検温器というのは自動で、今ＡＩで、全て顔認証で、多いのは10万人ぐらいの記録を取ると

いうこともありますので、やはり設置を検討していただく中で、そういうものも検討していただき

たい。 

 また、スリッパの関係ですが、よく、日本では2,500人１日で感染する、でもアメリカでは１万

人と言われる。この差は何だというと、やはり文化の違いではないかというところもあります。そ

れは、日本の文化というのは、玄関で靴を脱いで、靴の裏のウイルスを室内に入れないと、そうい

うことも１つの要因ではないかという学者の意見もありました。 

 そういうことも一応頭に入れていただいて、今やっている検討を進めていただきたいのと、また、
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スリッパ等の安全面を今以上に意識していただいて行っていただきたい。これは、村に私たちが要

請するのもそうですが、村民全員が一致団結して協力しながら、この未知のウイルスに打ち勝って

いくという、また、よりよい高山村にしていくということを切に願って、私からの質問は以上で終

わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後３時48分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和２年12月８日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  酒 井 康 臣 

 

                 署 名 議 員  畔 上 孝 一 

 

                 署 名 議 員  水 谷   清 
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令和２年第６回高山村議会12月定例会会議録（第３号） 

 

令和２年12月11日（金曜日） 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 諸般の報告 

日程第２ 議会運営委員会委員の選任 

日程第３ 議案第59号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第４ 議案第60号 村税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正す 

           る条例 

日程第５ 議案第61号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第６号） 

日程第６ 議案第62号 令和２年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第７ 議案第63号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

日程第８ 議案第64号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第９ 議案第65号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第10 議案第66号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第11 議案第67号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第12 発議第７号 災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を求 

           める意見書 

日程第13 閉会中の継続審査の申出について 

日程第14 閉会中の継続調査の申出について 

日程第15 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 諸般の報告 

２ 議会運営委員会委員の選任 

３ 議案第59号～議案第67号 

４ 発議第７号 

５ 閉会中の継続審査の申出について 

６ 閉会中の継続調査の申出について 

７ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 
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１番 黒 岩 清 道 議員       ２番 髙 井 央 葉 議員 

３番 柴 田 弘 男 議員       ４番 湯 本 辰 雄 議員 

５番 西 原 澄 夫 議員       ６番 西 條 正 純 議員 

７番 酒 井 康 臣 議員       ９番 畔 上 孝 一 議員 

10番 水 谷   清 議員       11番 宮 川 登志一 議員 

12番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 

８番 涌 井 仙一郎 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  村民生活課長 宮 川 裕 明 

産業振興課長 柴 田   亨  建設水道課長 小 渕 義 彦 

会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美  

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸 

総務課長補佐 山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午後１時30分  開 議 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、８番 涌井仙一郎議員が療養のため欠席する旨届出がありましたので報告します。 

 本日12月11日付で、涌井仙一郎議員から議会運営委員を辞職したい旨願い出があり、委員会条例

第10条第２項の規定により許可をしましたので、報告します。 
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 報告第９号 国土交通省告示第98号の履行に関する要望書、報告第10号 最低制限価格の設定に

関する要望書、報告第11号 耐震診断・耐震改修に関する要望書の提出があり、別紙のとおりお手

元に配りましたので報告します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議会運営委員会の選任 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第２ 議会運営委員会委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 補欠の議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定により、水谷 清

議員を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 補欠の議会運営委員会委員は水谷 清議員に選任することに決定しました。 

 ただいま、議会運営委員会委員を選任しましたので、委員会条例第６条第２項の規定により、委

員長の互選を行っていただきたいと思います。 

 なお、委員会終了次第、委員長の互選の結果を議長まで報告願います。 

 しばらく休憩します。 

午後１時32分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時33分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 議会運営委員会の委員長の互選の結果をお手元に配りました名簿のとおり報告します。 

 以上で報告を終わります。 

「高山村議会運営委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委  員  長 水 谷   清 

副 委 員 長 柴 田 弘 男 

委     員 湯 本 辰 雄 



－74－ 

委     員 西 原 澄 夫 

〃 宮 川 登志一 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 議案第59号 

～  

日程第４ 議案第60号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第３ 議案第59号 村税条例の一部を改正する条例及び日程第４ 議案第60号 村税以外の

諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例の２件を一括議題とします。 

 議案第59号について、委員長の報告を求めます。 

─────西條民生産建常任委員長。 

○民生産建常任委員長（西條正純議員） 

 ただいま議題となっております民生産建常任委員会に付託された議案第59号 村税条例の一部を

改正する条例の審査経過及び結果について報告します。 

 委員会は12月９日午前10時20分より開催し、委員１名が欠席の下、所管職員の出席を求め、委員

外議員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第59号 村税条例の一部を改正する条例について、特段質疑はなく、討論を省略して採決の

結果、全員賛成で可決すべきものと決定しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案１件の審査経過及び結果の報告を終わります。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上御賛同賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 議案第60号について、委員長の報告を求めます。 

─────酒井総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（酒井康臣議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました議案は、議案第60号の１件

であります。 

 審査の経過及び結果について報告いたします。 

 委員会は、去る12月９日午前10時より、委員５名が出席の下、所管の職員の出席を求め、慎重に

審査をいたしました。 

 議案第60号 村税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例に

ついては、特段質疑はなく、討論を省略し採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定をいたし

ました。 
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 以上で、本委員会に付託されました議案１件についての審査の経過及び結果の報告といたします。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上御賛同を賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから議案第59号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第59号 村税条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第60号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第60号 村税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正

する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第５ 議案第61号 

～  

日程第11 議案第67号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第５ 議案第61号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第６号）から日程第11 議案第67

号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）までの７件を一括議題とします。 

 これから、議案第61号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 それでは、ただいま議題になっております令和２年度一般会計補正予算（第６号）、そのうち議

案書の38ページになりますが、観光費のうち山田牧場へのにぎわいの場創出事業、本年度中の工事

を中止したということにより8,635万6,000円を減額する旨の提案がありました。併せて、辺地対策

事業費は返上した旨の説明もありました。 

 さて、この事業は今年３月議会において、牧場の皆さんからの賛同が得られているものとして採

択されております。 

 ところで、今年の夏頃から施設の建設計画が村民に知れ渡ると、村内では賛否が話題に上るよう

になってきました。また、当該地域に貴重な植物があるということも明らかになってきました。 

 今回の予算変更に当たり、その理由は関係者との協議に時間を要したとのことですが、そもそも

３月議会の時点で、私も拝見しましたけれども、モデル案が牧場地域の皆さんによって十分協議さ

れて合意されていたのかというところに、私としては疑問を持ちざるを得ないというふうに思って

います。 

 ついては、本議会初めの提案理由でも触れられたというふうに思っておりますが、１億円に上る

事業の変更ですので、併せて辺地対策事業債で来年度中の工事着手ができるかということも含めて、

改めて説明を求めたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 
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 湯本議員の山田牧場にぎわいの場の質問に対しましてお答えいたします。 

 山田牧場にぎわいの場整備事業につきましては、これまでも一般質問などで説明をさせていただ

いておりますが、地域の皆様や村民の皆様が長い間大切に守り育ててきた山田牧場そのものの存続

自体が、議員も十分御承知のとおり、極めて厳しい状況にありますことから、昨年、牧場区全員の

皆様の署名を添えた大変切実な陳情書を提出いただきました。 

 そのため、議会の皆様の御了承をいただいた上で、本年度にぎわいの場創出事業として用地購入

費、設計費、工事請負費など１億1,300万円ほどの予算を計上させていただき、事業を進めてきた

ところであります。 

 しかし、去る６月１日に奥山田野生植物研究会から、計画予定地内に自生する植物の保護対策を

講じてほしいと、このように324名もの署名を添付した要望書を頂き、建設予定地の大半に貴重な

植物が自生し、にぎわいの場の施設を建設するのであれば、ごく僅かな場所しかないと、このこと

を強く主張され、村としましては、植物保護のために、ほかに移植できないのかなど協議を行って

まいりましたけれども、なかなか御了解をいただけない状況が長引いてしまい、当初予定していた

測量設計や工事の着手などができない、このような状況になっておりました。 

 そこで、９月議会に建設予定地内の貴重な植物について、その植物が遺伝学的に貴重で保護しな

ければならない種なのか、単によそから持ってきて移植、そして奥山田地区に多く自生している種

なのかなど、その希少性等について、筑波大学に調査をしていただくこととなり、その調査委託料

を予算化させていただいたところであります。 

 なお、この調査については、来年の開花状況を見ないと最終的な調査結果が出ない状況であり、

この調査結果を基に、研究会の皆さんと植物の保護対策等について、十分協議をさせていただく予

定となっております。 

 このことから、本年度予算に計上していたにぎわいの場施設の設計及び工事の着手については、

大変残念ではありますが、年度内に間に合わなくなってしまい、本年度予算に計上させていただい

た工事請負費など8,635万6,000円をこの12月議会で減額させていただくこととなり、議会の皆様並

びに村民の皆様には大変な御迷惑をおかけしますが、何分の御理解をお願いいたします。 

 なお、現在、にぎわいの場建設予定地に隣接し、以前宿泊業を行っていた施設で、観光事業を検

討されている事業者さんがいらっしゃることから、今後その事業者さん等と事業の整合性を図り、

山田牧場全体の施設で連携しながら、山田牧場の賑わいを取り戻すことができるように、来年度は

にぎわいの場の構想の実現に向けたさらなる検討を進めてまいりたい、このように考えております

のでよろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

─────湯本辰雄議員。 
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○４番（湯本辰雄議員） 

 それでは一言。 

 辺地債の取扱いといったら変ですが、について、来年度も改めて辺地債を導入して、工事等に着

手するということはできるんでしょうか、お願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 ただいまの辺地債につきましてですが、こちらにつきましては、先ほど村長が申し上げましたと

おり、にぎわいの場に関しまして、隣接で観光事業を検討されている方もいらっしゃる中で、その

皆さんの事業との整合性を図りながら、さらに賑わいを取り戻せるように検討しなければいけない

ということになりますので、辺地債につきましては、来年度はその調整をさせていただくというこ

とでございますので、実際はその調整に基づいて設計ができたところで辺地債を借りるという段取

りになりますので、令和３年度当初にはちょっと間に合わないと思われますので、それ以降になる

と思われます。 

 以上でございます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第61号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第６号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第62号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第62号 令和２年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第63号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第63号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第64号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第64号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第65号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第65号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）を採決しま

す。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第66号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 
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 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第66号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第67号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第67号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第12 発議第７号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第12 発議第７号 災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を

求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 川口里名さん。 

○書 記（川口里名） 

 ＝発議第７号朗読＝ 
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令和２年12月11日 

高山村議会議長 松 本   茂 様 

提出者 高山村議会議員 西原 澄夫 

賛成者 高山村議会議員 水谷  清 

高山村議会議員 髙井 央葉 

 

災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を求める意見書 

 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を求める意見書（案） 

 近年、気候変動による自然災害や大規模地震が多発し、本村でも令和元年東日本台風により道路

や河川などに甚大な被害が発生している。 

 このような中、国は被災自治体等からの支援要請に迅速に対応するとともに、平成30年度から、

防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策に取り組み、国民経済や生活を支える重要インフ

ラ等の機能維持を図っている。しかしながら、被災地の復旧・復興に向け、継続的な手厚い支援が

求められており、また、国土強靭化等に関しては、対策を要する箇所がいまだ多く残されているこ

とに加え、老朽化が進むインフラの計画的な予防保全や災害リスクの増大に対応した道路網の整備

等が必要である。さらに、新型コロナウイルス感染症による経済活動への影響は深刻であり、公共

事業の継続は重要である。 

 よって、本村議会は国会及び政府において、災害からの早期の復旧・復興を図るとともに、防

災・減災、国土強靭化に向けた社会資本整備を一層進めるため、下記の事項について特段の措置を

講ずるよう強く要請する。 

 

記 

 

１．令和元年東日本台風による被害からの早期復旧・復興に係る予算を確保し、改良復旧を積極的 

  に推進すること。 

２．防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策終了後も制度の拡充等を行い、国土強靭化等 

  のための予算を５か年以上別枠で確保するとともに、防災・減災に係る事業は地域の実情を踏 

  まえ、要件の緩和を行うこと。 

３．迅速かつ円滑な災害復旧の実施や地方公共団体に対する人的、技術的支援を継続的に行うため、 

  地方整備局の人員、体制を拡充・強化すること。 
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 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

令和  年  月  日 

高山村議会議長名 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

財務大臣          あて 

国土交通大臣 

国土強靭化担当大臣 

内閣府特命担当大臣（防災） 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 ただいま議題となっております発議第７号 災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社

会資本整備の促進を求める意見書の趣旨説明を申し上げます。 

 近年の気候変動の影響等による自然災害の頻発化、激甚化等に備え、国民の生命・財産を守る防

災・減災、国土強靭化は、一層重要性を増しており、その対策に国は国民の経済や生活を支える重

要インフラ等の機能維持に取り組んできていますが、その期限は令和３年３月までとなっています。 

 そこで、今後起こり得る大規模な自然災害の被害を最小限に抑えるとともに、迅速な復旧・復興

へつながるよう、本意見書は防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求めるものです。議員各

位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明とします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから、発議第７号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 
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 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、発議第７号 災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を

求める意見書を採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま議決されました意見書について、その条項、字句、数字その他の整理を要するものにつ

いては、その整理を議長に委任されたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 条項、字句、数字その他の整理は、議長に委任することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 閉会中の継続審査の申出について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第13 閉会中の継続審査の申出についてを議題とします。 

 民生産建常任委員長から、目下委員会において審査中の事件について、会議規則第74条の規定に

よって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

 お諮りします。 

 民生産建常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 民生産建常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第14 閉会中の継続調査の申出について 
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○議 長（松本 茂議員） 

 日程第14 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から、所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配付しまし

たとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第15 議員派遣について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第15 議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会はこれで閉会することに決定しました。 
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 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 令和２年第６回高山村議会12月定例会閉会に当たり、議長として一言御礼申し上げます。 

 12月８日に行われました一般質問には８名の議員が登壇され、村政発展のために14項目にわたり、

すばらしい質疑及び提言をいただきました。村長をはじめ理事者の皆様には、村民の代弁者である

議員の発言を重視していただき、村政の発展のために御尽力くださるよう要望いたします。 

 また、本日は涌井議員の議会運営委員の辞職に伴い、新たに議会運営委員長に水谷 清議員が就

任されました。長年の議会活動により得られた知識や豊富な経験で、スムーズな議会運営を御期待

いたします。 

 12月３日提案の議案審査につきましては、本日、議案第59号 村税条例の一部を改正する条例か

ら議案第67号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）までの９件の議案につきまし

ては、全て議案審議を終了することができました。 

 また、発議第７号 災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を求め

る意見書についても御審議いただき、終了することができました。御協力ありがとうございました。 

 さて、今まで新型コロナウイルスの聖地を保ってきた高山村にも、議会開催中に陽性感染者が２

名出てしまいました。しかし、感染の拡大を防ぐためにも、村民の皆様には改めて３密を避け、手

洗い、マスクの着用、身体的距離の確保など、基本的な感染予防に御協力いただけたらと思います。 

 また、新型コロナウイルスは誰もが感染する可能性があります。感染が確認された方やその家族

について、誹謗中傷、差別や偏見、いじめ等が発生しないよう、思いやりと支え合いの心を持ち、

冷静な行動をお願いいたします。 

 今年もあと僅かで令和２年が終わろうとしていますが、今日の新聞報道によりますと、厚生労働

省に対し新型コロナ対策を助言する専門家組織は、年末年始に感染者数を抑えないと厳しい状況が

予測されると危機感を示しております。一般市民に対しては、新年会や忘年会、帰省などで感染拡

大を起こさず、静かな年末年始を過ごしていただくなどの協力が必要と呼びかけています。村から

の感染予防や注意喚起に全村民で取り組んで、新型コロナ対策に成果を上げていただきたいと思い

ます。 

 それでは最後になりましたが、12月定例会の閉会に当たり、議場におられます皆さんをはじめ、

高山村村民の御健勝と御繁栄を申し上げますとともに、新年を迎えるに当たり、よいお年をお迎え

できますよう御祈念申し上げまして、閉会の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 
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 12月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、去る３日に開会し、本日までの９日間にわたり慎重に御審議いただき、それぞれ原

案どおり議決を賜りましたことに対しまして、厚く御礼申し上げます。 

 今会期中に、議員各位から賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその意を尊

重し、今後の村政運営に生かしてまいる所存であります。 

 特に、私の２期目の村政運営に対しましては、進行する少子高齢化や人口減少問題、地球温暖化

による異常気象や多発する自然災害への対応、世界的規模に拡大した新型コロナウイルスに対する

感染防止対策と村内経済への取組など、多岐にわたって御提言を賜りました。承りました御提言に

つきましては、その趣旨を十分尊重し、村民の皆様の生活と幸せを第一に考えた村政運営に努めて

まいりますので、議員各位の御理解と一層の御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、世界中が新型コロナウイルスに明け、新型コロナウイルスに暮れる今年も、残すところ20

日となりましたが、いまだ収束の見通しすら立っておりません。日本においても、感染拡大に歯止

めがかからず、大変憂慮すべき事態が続いております。 

 そのような中で、本村におきましても、今定例会期中の７日及び９日に、長野県から村民の方が

感染されたとの情報がありましたので、７日の夕方に本村任意の本部会議を開催して、対応策を検

討し、翌８日の一般質問に先立ち、改めて村民の皆様に感染防止対策の徹底と感染が確認された方

への詮索、誹謗中傷等を行うことのないよう、思いやりと支え合いの気持ちを持っていただくよう

お願いを申し上げたところであります。 

 このように、今年は新型コロナウイルスの影響で、暗いニュースの多かった１年でありましたが、

６日の早朝には、日本の探査機「はやぶさ２」が６年間52億4,000万キロの飛行をし、小惑星の石

や砂が入ったと思われるカプセルを放出し、カプセルが無事地球に帰還したとの明るいニュースが

飛び込んでまいりました。このニュースは私たち国民に、そして本村の子どもたちにとっても大き

な夢と希望を与えてくれたものと思っております。このカプセルは完璧な状態と言われております

ことから、中身が非常に楽しみであります。 

 さて、12月４日の臨時国会閉会に当たり、菅首相は新型コロナウイルス感染症から国民の命と暮

らしを守る、これが最大の責務だと強調した上で、今後の政権運営については温暖化対策とデジタ

ル化の２本柱で経済再生に取り組む考えを示されております。したがいまして、今後とも新型コロ

ナウイルスの影響などにより、厳しい経済情勢と財政状況、社会情勢が続くものと思われますので、

議会招集の御挨拶でも申し上げましたが、地方自治体にとりましても引き続き厳しい行財政運営が

迫られるものと思っておりますので、これまで以上に堅実な財政運営に努めていかなければならな

いものと考えておりますので、今後とも議員各位の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 先月11日、長野地方気象台は、平年より６日、昨年より17日早く初雪を観測したと発表され、い
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よいよ本格的な雪のシーズンを迎える季節となりました。スキー場のある本村にとりましては、雪

が大変心配されるところでありますが、年末年始に向けて積雪になることを願うものであります。 

 結びに、この１年間、村政運営に対しまして、議員各位並びに村民の皆様の温かい御理解と御協

力を賜りましたことに、改めて感謝と御礼を申し上げます。 

 これから寒さが一段と厳しくなってまいりますので、議員各位には、くれぐれも健康に御留意さ

れ、輝かしい新年を迎えられますことを御祈念申し上げ、閉会の御挨拶といたします。 

 １年間、大変ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 令和２年第６回高山村議会12月定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

午後２時20分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和２年12月11日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  酒 井 康 臣 

 

                 署 名 議 員  畔 上 孝 一 

 

                 署 名 議 員  水 谷   清 

 



 

 

 

 

令和２年第５回 

 

高山 村議会臨 時会会議 録 

 

 

 

 

 

 

令和２年11月30日 開会 

令和２年11月30日 閉会 

（１日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山村議会事務局 
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令和２年第５回高山村議会11月臨時会会議録（第１号） 

 

令和２年11月30日（月曜日） 

                                  

高山村告示第28号 

 令和２年11月30日、高山村議会11月臨時会を高山村役場に招集する。 

記 

１ 令和２年度公立学校情報機器整備費補助金ＧＩＧＡスクール構想タブレット端末機器購入契約 

  について 

２ 高山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

３ 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

４ 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

５ 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

６ 令和２年度高山村一般会計補正予算（第５号） 

７ 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号） 

８ 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

９ 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

          令和２年11月13日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

高山村告示第30号 

 下記事件を追加し、令和２年11月30日高山村議会臨時会を高山村役場に招集する。 

記 

１ 議席の指定について 

２ 議席の変更について 

３ 常任委員会委員の選任について 

４ 特別委員会委員の選任について 

５ 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

          令和２年11月18日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 議席の指定 
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日程第２ 議席の変更 

日程第３ 会議録署名議員の指名 

日程第４ 会期の決定 

日程第５ 諸般の報告 

日程第６ 常任委員会補欠委員の選任 

日程第７ 特別委員会補欠委員の選任 

日程第８ 議会報編集特別委員会委員の選任 

日程第９ 議案第49号 財産の取得について 

日程第10 議案第50号 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第11 議案第51号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第12 議案第52号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

日程第13 議案第53号 高山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第14 議案第54号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第15 議案第55号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第５号） 

日程第16 議案第56号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号） 

日程第17 議案第57号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第18 議案第58号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 議席の指定 

２ 議席の変更 

３ 会議録署名議員の指名 

４ 会期の決定 

５ 諸般の報告 

６ 常任委員会補欠委員の選任 

７ 特別委員会補欠委員の選任 

８ 議会報編集特別委員会委員の選任 

９ 議案第49号～議案第58号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 黒 岩 清 道 議員       ２番 髙 井 央 葉 議員 

３番 柴 田 弘 男 議員       ４番 湯 本 辰 雄 議員 

５番 西 原 澄 夫 議員       ６番 西 條 正 純 議員 
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７番 酒 井 康 臣 議員       ９番 畔 上 孝 一 議員 

10番 水 谷   清 議員       11番 宮 川 登志一 議員 

12番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 

８番 涌 井 仙一郎 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午前10時02分  開 会 

○議 長（松本 茂議員） 

 ただいまから令和２年第５回高山村議会11月臨時会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。高山村議会11月臨時会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和２年高山村議会11月臨時会の招集を申し上げましたところ、議員各位には12月定例

会の開会前の大変お忙しい中御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申

し上げます。 

 日頃は、議会活動を通じまして、村政発展のために御尽力を賜っておりますことに対しまして、

改めて感謝と御礼を申し上げます。 

 去る11月１日に実施されました高山村議会議員補欠選挙におきまして御当選されました黒岩清道

議員並びに髙井央葉議員、大変おめでとうございます。両議員におかれましては、今後の御活躍に
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御期待申し上げますとともに、村政運営に御理解をいただき、御支援と御協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

 また、私事になりますが、議会議員補欠選挙と同日に行われました村長選挙におきまして、村民

の皆様の御支援をいただき、再び当選をさせていただくことができました。大変ありがとうござい

ます。２期目に向けて、全身全霊を傾け村政運営に努めてまいりますので、引き続き議員各位の御

支援と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、世界的に感染が拡大しております新型コロナウイルス感染症は、全世界の感染者数が

6,000万人を超え、今なお増え続けており、日本においても総感染者数は14万人を超え、１日に感

染者数が2,000人を超える日があるなど、ここに来て急激に増えてきております。 

 一方、長野県においては、11月13日にこれまでの最多となる１日23人が感染し、本村を含む長野

圏域の人口10万人当たりの新規感染者数が10人を超えたことから、長野県独自で定めた警戒レベル

を４に引き上げ、特別警報を発出し、今なお継続中の去る24日には、長野圏域を除く県内全域を警

戒レベル３に引き上げ、警戒を呼びかけています。村民の皆様には、改めて３密を避け、手洗い、

マスクの着用、身体的距離の確保などの基本的な感染防止策を徹底していただきますようお願い申

し上げます。 

 なお、本村の生活圏である長野圏域が警戒レベル４の特別警報に当たることから、村民の皆様誰

もが感染する可能性がありますので、感染が確認された方やその御家族についての詮索や誹謗中傷、

差別や偏見等が生じないよう思いやりと支え合いの心を持って、明るい地域づくりに御協力をお願

い申し上げます。 

 さて、世界に目を向けますと、去る11月３日朝、日本時間の３日夜から始まったアメリカ大統領

選挙は、ジョー・バイデン氏が勝利し、新たな大統領に当選されたと報じられており、23日には新

政権発足に向けた移行準備が本格化したと伝えられています。そのようなことから、今後世界の政

治や経済情勢共に変わることが予想され、新型コロナウイルス感染症の拡大と併せ、世界情勢がど

のように変わっていくのか、日本においても十分注視しなければならないものと報道をされていま

す。 

 このように不透明感のある世界情勢の中で、我が国の政府においてはしっかりとした政治主導を

望むものでありますが、地方自治体にとっては引き続き厳しい行財政運営が迫られるものと思われ

ますので、議員各位の一層の御支援をいただきながら、新型コロナウイルス感染症防止策と経済対

策をしっかりと進めるとともに、堅実な村政運営に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

 本日御提案申し上げます案件は、条例の改正及び令和２年度補正予算など、合わせて10件でござ

います。十分御審議いただき議決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といたしま

す。 
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○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議席の指定 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 議席の指定を行います。 

 この度の村議会議員補欠選挙にて当選されました議員の議席について、高山村議会会議規則第３

条第２項の規定によって、髙井央葉議員を８番に、黒岩清道議員を12番に指定します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議席の変更 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第２ 議席の変更を行います。 

 今回新たに当選された２名の議員の議席に関連し、高山村議会会議規則第３条第２項の規定によ

って議席を変更します。その議席番号と氏名を事務局長より朗読させます。 

○議会事務局長（荒井孝浩） 

 それでは朗読いたします。 

 12番 黒岩清道議員を１番に、８番 髙井央葉議員を２番に、１番 柴田弘男議員を３番に、２

番 湯本辰雄議員を４番に、３番 西原澄夫議員を５番に、４番 西條正純議員を６番に、５番 

酒井康臣議員を７番に、６番 涌井仙一郎議員を８番に、７番 畔上孝一議員を９番に、９番 水

谷 清議員を10番に、10番 宮川登志一議員を11番に、11番 松本 茂議員を12番に、それぞれ変

更するものです。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 

 ただいま事務局長が朗読したとおり、議席を変更いたします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 会議録署名議員の指名 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、４番 湯本辰雄議員、５番 西原澄夫議
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員及び６番 西條正純議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 会期の決定 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第４ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日限りにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日１日限りに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第５ 諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第５ 諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、６番 涌井仙一郎議員が治療のため欠席する旨届出がありましたので、報告しま

す。 

 監査委員から、８、９、10月分の執行した出納検査について報告があり、別紙のとおり報告書を

お手元に配りましたので、報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので、報告いたし

ます。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第６ 常任委員会補欠委員の選任 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第６ 常任委員会補欠委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 この度、補欠選挙で当選されました２名の常任委員会の委員の選任でありますが、委員会条例第

５条第１項及び第２項の規定によって、黒岩清道議員を総務文教常任委員会委員に、髙井央葉議員
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を民生産建常任委員会委員に指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、黒岩清道議員を総務文教常任委員会委員に、髙井央葉議員を民生産建常任委員会委員に

選任することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第７ 特別委員会補欠委員の選任 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第７ 特別委員会補欠委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 特別委員会委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、黒岩清道議員及び

髙井央葉議員を雁田山採石問題調査特別委員会委員、松川等酸性水対策特別委員会委員及び議会活

性化特別委員会委員に指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、黒岩清道議員及び髙井央葉議員を雁田山採石問題調査特別委員会委員、松川等酸性水対

策特別委員会委員及び議会活性化特別委員会委員に選任することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第８ 議会報編集特別委員会委員の選任 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第８ 議会報編集特別委員会委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議会報編集特別委員会委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、黒岩清

道議員及び髙井央葉議員を指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 異議なしと認めます。 

 黒岩清道議員及び髙井央葉議員を議会報編集特別委員会委員に選任することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第９ 議案第49号 

～  

日程第18 議案第58号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第９ 議案第49号 財産の取得についてから日程第18 議案第58号 令和２年度高山村上水

道事業会計補正予算（第１号）までの10件を一括議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会11月臨時会の提案説明を申し上げます。 

 議案第49号から議案第58号までの10件につきまして、一括して説明を申し上げます。 

 議案第49号 財産の取得について申し上げます。 

 本案は、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、高山小中学校の児童生徒が１人１台ずつ使用する学習

用タブレット端末機器を取得するため、地方自治法の規定に基づいて議会の議決をお願いするもの

であります。 

 議案第50号 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について申し

上げます。 

 本案は、本年10月７日の人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、特別職の

国家公務員の期末手当の支給月数が改定されたことに伴い、本村においても同様に、議会の議員の

期末手当の支給月数を年間0.05月分引き下げるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第51号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について申し

上げます。 

 本案も、議案第50号と同様に、人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、特

別職の国家公務員の期末手当の支給月数が改定されたことに伴い、本村においても同様に、常勤の

特別職の期末手当の支給月数を年間0.05月分引き下げるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第52号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案も、議案第50号と同様に、人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、一

般職の職員の期末手当の支給月数を年間0.05月分引き下げるため、条例の一部を改正するものであ

ります。 
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 議案第53号 高山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について申

し上げます。 

 本案も、議案第50号と同様に、人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、任

期付職員の期末手当の支給月数を年間0.05月分引き下げるため、条例の一部を改正するものであり

ます。 

 議案第54号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

申し上げます。 

 本案は、人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、一般職の職員の期末手当

の支給月数を年間0.05月分引き下げることに伴い、フルタイム会計年度任用職員の期末手当の支給

月数について、読替え規定を整備するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第55号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第５号）について申し上げます。 

 この補正予算は、議案第50号から議案第52号の条例改正案に基づき、人件費に係る期末手当を減

額するもので、歳出において不用となる137万1,000円を予備費に追加して収支均衡予算とするもの

であります。 

 議案第56号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、議案第52号の条例改正案に基づき、人件費に係る期末手当を減額するもので、

歳出において不用となる６万7,000円を予備費に追加して収支均衡予算とするものであります。 

 議案第57号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算も、議案第56号と同様に、議案第52号の条例改正案に基づき、人件費に係る期末手

当を減額するもので、歳出において不用となる１万2,000円を予備費に追加して収支均衡予算とす

るものであります。 

 議案第58号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算も、議案第56号と同様に、議案第52号の条例改正案に基づき、人件費に係る期末手

当を減額するもので、支出において不用となる４万7,000円を収益的支出から減額するものであり

ます。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから、議案第49号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第49号 財産の取得についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第50号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第50号 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第51号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 
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 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第51号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第52号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第52号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第53号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから、議案第53号 高山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手多数です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第54号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第54号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第55号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第55号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第５号）を採決します。 
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 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第56号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第56号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第57号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第57号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 挙手多数です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第58号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第58号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 本臨時会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本日は、12月定例会を目前にして、議員各位には11月末の忙しい中、令和２年第５回高山村議会

臨時会に御参集いただき、誠にありがとうございます。 

 内山村長にとっては、11月１日投開票され当選され、２期目がスタートいたしました。また、同
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時に村議会議員補欠選挙に、黒岩、髙井両氏が当選されました。誠におめでとうございます。 

 当選されました各位には、高山村、村議会それぞれ村政発展のため御尽力賜りますよう歓迎する

とともに、御期待申し上げます。 

 そして、議員定数でありますが、12議席全て埋まったことに感謝いたしております。 

 先ほどの審議で、村議会議員補欠選挙にて当選されました議員の議席指定、またその２名の議席

に関連し、全員の議席の変更が行われるとともに、委員会、特別委員会などの構成も決定いただき

ました。議案第49号 財産の取得についてから議案第58号 高山村上水道事業会計補正予算（第１

号）までの10件の議案につきましては、採決の上、10件全て可決いただき、全ての議案審議が終了

しました。御協力ありがとうございました。 

 また、新型コロナウイルスについてですが、本日の信濃毎日新聞によりますと、感染者数が600

人から７日間で累計が703人に増加、増加に歯止めがかからずと記載されております。村民の健康、

安心、生命と安全を守るため、高山村を含む長野圏域において、阿部長野県知事は直近１週間の人

口10万人当たりの新規感染者数が10人を超えたことから、感染警戒レベルを４の特別警戒に引き上

げ、より一層の警戒を呼びかけています。また、村でも対策本部を立ち上げるなど、年末年始を迎

えるに当たって、感染防止対策への協力を求めています。村民の皆様には、改めて３密を避け、手

洗い、マスクの着用、身体的距離の確保などの基本的な感染防止を求めています。 

 新型コロナウイルス感染症は、長野圏域で最も発生していることから、誰もが感染する可能性が

あります。感染が確認された方やその家族についての誹謗中傷、差別や偏見、いじめ等が発生しな

いよう、思いやりと支え合いの心を持ち、冷静な行動をお願いします。 

 安全なワクチンが一刻も早く開発、処方されることを期待するとともに、それまでの間の感染予

防に努めていただきたいと思います。 

 最後に、11月臨時会の閉会に当たりまして、議場におられます皆様の御健勝と御繁栄を御祈念申

し上げまして、御礼の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 11月臨時会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本日は、御提案申し上げました議案10件を慎重に御審議いただき、原案どおり議決を賜りました

ことに厚く御礼申し上げますとともに、引き続き、着実に村政運営を進めてまいりますので、議員

各位にはなお一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、昨年の台風第19号による長野県内の被害は、まだ記憶に新しいところですが、今年は村内

に影響した台風はなく、りんご、ぶどう等の農作物に被害がなく、ほっとしているところであります。 
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 また、例年になく色鮮やかな紅葉となった松川渓谷を中心に取材していただき、１時間に及ぶ番

組放送が11月18日の夜放映されました。このため、松川渓谷の紅葉の見頃は過ぎておりましたが、

紅葉のお客様とりんごをお買い求めになるお客様で賑わいを見せ、改めてテレビ放映による影響の

大きさを感じたところであります。 

 現在、寒さの厳しい11月21日から12月25日までの予定で、ＹＯＵ游ランド芝生広場において、雪

と光の祭典として、シンボルツリーなどのイルミネーションが御覧いただけます。村民の皆様には、

寒い夜ではありますが、大勢の皆様に鑑賞していただき、心温まるひとときを楽しんでいただけた

らと思います。 

 さて、招集挨拶でも申し上げましたが、新型コロナウイルス感染症は我が国においても拡大傾向

に歯止めがかからず、大変憂慮すべき事態となっております。このため、長野県内においても警戒

レベルを引き上げ、警戒を呼びかけていますので、村民の皆様には改めて基本的な感染防止策を徹

底していただくとともに、県外の往来に当たっては、これまで以上に慎重な行動を取っていただき

ますようお願い申し上げます。 

 今年は、新型コロナウイルスの影響によりまして、国内経済は依然厳しい状況が続くものと思わ

れますが、引き続き着実に村政運営を進めてまいりますので、今後とも議員各位の皆様の御指導を

賜りますようお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、明日から12月、年末を控え気ぜわしい時期になりますが、健康には十分御

留意いただき、ますますの御活躍を御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 令和２年第５回高山村議会11月臨時会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

午前10時45分  閉 会 
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